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６月の緊急医・暮らしのカレンダー�
市政報告・懇談会を開催�
水道週間がはじまります�
配置図（市役所・総合支所）�
ニューススポット�
しんしろ・知ろう・あらかると「まちの話題」�
お知らせ�
しみんのトビラ�
こんにちは赤ちゃん　各種相談�
ぐんぐんのびろ！つくしんぼう�

２８�



今月の人口�
平成18年5月1日現在（前月比）�

総人口…52,464人�

男………25,702人�

女………26,762人�

世帯数…16,226世帯�

出生……29人�

死亡……41人�

転入……157人�

転出……153人�

※転出の取り消しなどで、総人口前月比の合計と異動事由の�
　集計が一致しない月もあります。�
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今月の表紙�

　5月5日（祝）、好天に恵まれ約3万7
千人の人出でにぎわう中、長篠合戦
のぼりまつりが行われました。�
　催しのメーンは鎧兜に身を固めた
砲術隊の迫力ある火縄銃射撃の演武。
白煙とともに轟音が長篠城址に響き
渡りました。�
　また合戦行列では、この戦いに縁
のある武将と姫などに扮した人が、
約2キロの道のりを歩きました。�
　訪れた人は約430年前の戦国時代に
思いを馳せていました。�

暮らしのカレンダー� 夜間緊急医輪番表（午後7時～午後11時）�20066JUNE

【文】文化会館・【青】青年の家・【体】市民体育館�
【西】西部公民館・【資】歴史資料館・【は】はつらつセンター�
【観】観来館�

暮らしのカレンダー� 夜間緊急医�

第41回長篠合戦のぼりまつり�

1 木�

2 金�

3 土�

4 日�

5 月�

6 火�

7 水�

8 木�

9 金�

10 土�

11 日�

12 月�

13 火�

14 水�

15 木�

16 金�

17 土�

18 日�

19 月�

20 火�

21 水�

22 木�

23 金�

24 土�

29 木�

30 金�

25 日�

26 月�

27 火�

28 水�

歯の衛生週間（～10日）�

絵本の読み聞かせ【文】（図）・お母さんのお菓
子屋さん教室【西】・新城クリーンハート・ク
リーンシティ作戦・つくでの森の音楽祭�

絵本の読み聞かせ【文】（図）�
天然石ビーズアクセサリー教室【西】�
つくしんぼうスポレク祭（新城総合公園）�

アイデア教室【は】�

絵本の読み聞かせ【文】（図）�
お母さんのお菓子屋さん教室【西】�

絵本の読み聞かせ【文】（図）・絵日記教室【西】�
体育室親子無料開放（午後）【青】�

初めてのパン作り【西】�

アイデア教室【は】�

環境の日�

外来のみで、午後7時から午後11時までです。受
診を希望される方は、容態を事前に連絡してお越
しください。また、緊急医は都合で変わることがあ
ります。休日診療所の案内は、P27に掲載します。�

ながしのクリニック�（ 長 篠 ）�
☎32-3223

荻野医院� （ 長 篠 ）�
☎32-0020

今泉病院� （ 栄 町 ）�
☎22-1150

永田内科� （ 諏 訪 ）�
☎23-3301

織田医院� （下吉田）�
☎34-0021

原田小児科内科医院�（大野田）�
☎23-3221

永田内科� （ 諏 訪 ）�
☎23-3301

くまがい医院� （ 富 永 ）�
☎23-6800

さくら眼科� （上平井）�
☎22-4100

茶臼山厚生病院� （ 富 沢 ）�
☎22-2266

くまがい医院� （ 富 永 ）�
☎23-6800

石川整形外科クリニック�（ 平 井 ）�
☎24-6500

緑が丘診療所� （緑が丘）�
☎24-4026

あいきょうクリニック�（大野田）�
☎24-1777

今泉医院� （玖老勢）�
☎35-1003

おさだファミリークリニッ（ 本 町 ）�
☎23-7772

星野病院� （ 大 野 ）�
☎32-1515

さくら眼科� （上平井）�
☎22-4100

皮膚科新栄クリニック�（ 平 井 ）�
☎24-6022

内山医院� （ 平 井 ）�
☎24-1212

春日眼科� （ 杉 山 ）�
☎24-3222

西新町内科整形外科外科医院�（東新町）�
☎22-0372

森下医院� （ 布 里 ）�
☎36-0002

宮本病院� （ 海 老 ）�
☎35-0811

石川整形外科クリニック�（ 平 井 ）�
☎24-6500

中村医院� （ 的 場 ）�
☎22-2863

ほうらいクリニック�（ 大 野 ）�
☎32-1026

村松内科� （東新町）�
☎22-0026

高木内科医院� （ 栄 町 ）�
☎22-2861

ちさと医院� （ 杉 山 ）�
☎23-4321

よろい�かぶと�

ごう� おん�

ゆかり�

は�

（－  3）�

（＋14）�

（－17）�

（＋43）�

水道週間（～7日）�
水墨画作品展（～30日）【観】�



市政報告･懇談会を�

み
ん
な
で
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こ
う
・
語
ろ
う
�

市長の話を�
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市長の話を�

市政報告･懇談会を�

市政報告･懇談会日程および会場一覧表�

地
区� 日程� 会場�

新
城
地
区�

鳳
来
地
区�

作
手
地
区�

5月 12日（金） 鳥原児童館　集会室�

5月 14日（日） 富岡公民館（ふるさと会館）　集会室�

5月 15日（月） 大野田公民館�

5月 18日（木） 設楽原歴史資料館　研修室�

5月 21日（日） 新城文化会館　小ホール�

5月 22日（月） 平井公民館�

5月 23日（火） 西部公民館（ちさと館）　多目的室�

5月 29日（月） 一鍬田公民館�

5月 30日（火） 鳳来開発センター　大会議室�

5月 31日（水） 海老構造改善センター�

6月 3日（土） 鳳来中央集会所�

6月 5日（月） 山吉田小学校　体育館�

6月 8日（木） 鳳来西小学校　体育館�

6月 9日（金） 鳳来東小学校　体育館�

6月 10日（土） 玖老勢コミュニティプラザ�

6月 12日（月） 作手開発センター�

6月 13日（火） 農村集落多目的共同利用施設�

6月 14日（水） 農村環境改善センター�

※時間は、いずれの会場も午後7時30分から9時までです�
※会場によっては、すでに終了しているところもありますのでご了承�
　ください�

み
ん
な
で
聞
こ
う
・
語
ろ
う
�

　
早
い
も
の
で
、
3
市
町
村
の
合
併
か
ら
約
8
カ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
そ
の
間
、
広
報
紙
「
ほ
の
か
」
�

を
通
じ
て
、
市
の
ビ
ジ
ョ
ン
（
展
望
）
や
市
が
抱
え
て
い
る
課
題
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
て
き
ま
し
た
。
�

　
今
後
、
地
方
分
権
の
時
代
に
対
応
し
た
行
財
政
改
革
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、
行
政
の
透
明
性
�

を
高
め
、
健
全
で
自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
�

と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
行
政
と
皆
さ
ん
が
一
体
と
な
り
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
る
た
め
に
、
�

「
知
る
」
と
い
う
情
報
の
共
有
化
を
第
1
段
階
と
し
て
、「
市
政
報
告
・
懇
談
会
」
を
開
き
ま
す
。
�

　
話
の
内
容
は
、
市
長
か
ら
平
成
18
年
度
の
緊
急
改
革
型
予
算
と
主
要
課
題
に
つ
い
て
の
「
市
政
報
告
」
�

と
、
皆
さ
ん
と
語
る
「
懇
談
会
」
で
す
。
�

　
「
わ
た
し
た
ち
の
市
」
の
あ
り
方
を
い
っ
し
ょ
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
、
お
近
く
の
会
場
へ
�

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
�

※
地
方
分
権
…
統
治
（
統
べ
て
お
さ
め
る
こ
と
）
の
権
能
を
地
方
団
体
が
独
立
し
た
分
権
と
し
て
行
使
す
る
こ
と
、
お
よ
び
�

地
域
住
民
の
自
主
的
決
定
権
や
住
民
参
加
の
権
利
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�

開催�開催�
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�（
漏
水
し
て
い
ま
せ
ん
か
）
�

�
　
ご
家
庭
の
水
道
使
用
量
は
、
井
戸
の

有
無
や
世
帯
構
成
、
生
活
様
式
な
ど
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
平
均
的
な
使

用
水
量
は
1
人
当
た
り
1
カ
月
5
立
方

メ
ー
ト
ル
か
ら
8
立
方
メ
ー
ト
ル
程
度

で
す
。
急
に
使
用
水
量
が
増
え
た
り
、

人
数
に
比
べ
て
使
用
水
量
が
多
い
場
合

に
は
、
漏
水
が
疑
わ
れ
ま
す
。
ご
家
庭

の
水
道
使
用
を
す
べ
て
止
め
て
、
写
真

の
水
道
メ
ー
タ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
（
図

1
　矢
印
先
の
銀
色
の
コ
マ
）
が
回
っ
て

い
た
ら
漏
水
で
す
。
市
指
定
給
水
装
置

工
事
事
業
者
へ
連
絡
し
、
修
理
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
�

　
水
道
メ
ー
タ
ー
か
ら
屋
内
側
は
、
敷

設
者
皆
さ
ん
の
管
理
責
任
と
な
り
ま
す
。

も
し
も
漏
水
が
あ
っ
た
場
合
は
、
漏
水

分
の
料
金
も
皆
さ
ん
の
負
担
と
な
り
ま
�

�����������す
。
�

　
大
切
な
資
源
で
あ
る
水
を
無
駄
に
し

な
い
た
め
に
も
、
漏
水
の
早
期
発
見
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。
�

�����

���　
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│
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夜
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緊
急
時
 

1
３７
│

２
２
１
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�

��（
水
質
検
査
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
）
�

�
　
水
質
検
査
結
果
を
適
正
に
評
価
し
、

皆
さ
ん
の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、

次
年
度
以
降
の
計
画
の
見
直
し
に
反
映
�

し
て
い
き
ま
す
。
水
質
検
査
結
果
は
、

本
庁
水
道
課
、
各
総
合
支
所
水
道
環
境

課
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
し
て

い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
�
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毎
日
、
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
水
、
い
つ
で
も
き
れ
い
で
安
心
し
て
飲
め�

る
水
は
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。�

　
水
道
週
間
を
機
会
に
か
け
が
え
の
な
い
水
・
大
切
な
水
に
つ
い
て
考
え
て�

み
ま
し
ょ
う
。�

（図１　水道メーター）�

本�鳳�作�

水
道
週
間
が
は
じ
ま
り
ま
す

水
道
週
間
が
は
じ
ま
り
ま
す�
水
道
週
間
が
は
じ
ま
り
ま
す

水
道
週
間
が
は
じ
ま
り
ま
す�
水
道
週
間
が
は
じ
ま
り
ま
す�

６

月

１

日

（木）

〜

７

日

（水）
�

問
い
合
わ
せ�
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水道工事は指定事業者に！�水道工事は指定事業者に！�

水道の新設、改造、修理、撤去などの工事は、指定事業者にお申し込みください�

平成18年4月1日現在（地区別50音順）�

◎印は、市上下水道工事業協同組合員�

※紙面の都合上、市外業者は掲載していません�

※旧新城市で平成17年度まで実施していた鰹淵浄水場と桜淵水道監視センターの開放と、80歳以上の高齢者宅での無料�
　パッキン交換、水道無料点検は実施しませんのでご了承ください�

　市指定給水装置工事事業者（市内事業者）�

検
針
に
　
　
　
　
　

検
針
に
　
　
　
　
　�

　
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
ご
協
力
く
だ
さ
い�

検
針
に
　
　
　
　
　

検
針
に
　
　
　
　
　�

　
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
ご
協
力
く
だ
さ
い�

検
針
に
　
　
　
　
　�

　
ご
協
力
く
だ
さ
い�

新城地区�

鳳来地区�

作手地区�

事業者の名称� 所　　在　　地� 電話番号�

◎㈲アガタ設備�

　浅井設備�

　㈲打桐設備工業�

　㈱春日井�

◎神村商会�

◎川合管工業所�

◎㈲河口水道�

◎小山管工設備�

◎(資)シライ住宅設備�

　スズキ工業 

富岡字半原田50－2�

大宮字清水7�

市場台1丁目2－23�

字宮ノ後51－16�

字宮ノ前46 �

字石名号27�

平井字原90－1�

野田字上市場15－1�

字橋向51－16�

字南畑8

26－0263�

23－4069�

23－0287�

23－1181�

22－0378�

22－3139�

22－3300�

23－1883�

22－1503�

22－2063

事業者の名称� 所　　在　　地� 電話番号�

◎鈴木設備工業所�

　東海住設�

　㈲冨建�

◎㈱ヒラマツヤ�

◎前沢水道工事店�

◎㈱真砂屋�

◎ミネタ住宅設備�

　㈲名松建設�

◎モリタ設備㈱�

　渡辺設備�

日吉字馬渡6－1�

稲木987－2�

富岡字新田165�

字町並331･332合�

字石名号5－17�

字沖野2－1�

大海字黒瀬10－5�

字井道20－2�

平井字野地47－2�

牛倉字宗国10－2

22－0586�

22－0794�

26－1000�

22－3432�

22－0860�

22－1168�

25－0602�

23－7763�

23－1582�

22－3590

事業者の名称� 所　　在　　地� 電話番号�

　㈲井出村管工�

　㈲大中設備�

　小笠原建設㈱�

　久保設備工業�

　㈲システムマルヰ�

大野字広野7－3�

長篠字段子14－1�

門谷字笠川25�

大野字小林5－5�

副川字土林24－6

32－1356�

32－0075�

35－1048�

32－2554�

35－0889

事業者の名称� 所　　在　　地� 電話番号�

　下平建設㈱�

　すずき設備�

　塚田設備�

　内藤建設㈱�

　吉村住設�

名号字居沢18�

海老字丁塚4－1�

海老字南貝津6－1�

下吉田字西澤78－1�

玖老勢字小屋上25

33－0059�

35－0354�

35－0180�

34－0012�

35－0655

事業者の名称� 所　　在　　地� 電話番号�

　菊地ラジオ店�

　㈲久米商店�

　斎藤設備�

作手清岳字ドンボリ42－1    �

作手高里字郷ノ根33－3    �

作手黒瀬字庄之沢10    

3 7 －2 8 1 0�

37－2634�

38－1378

事業者の名称� 所　　在　　地� 電話番号�

　関原住設工事�

　㈲原田工作所�

　㈱みかづきテクノサービス�

作手高里字郷ノ根21－1�

作手中河内字下り沢27―13�

作手白鳥字広畑5－1

37－2427�

37－2657�

38－1274

検針は偶数月の�
10日から25日の�
間にお伺いします�

メーターボックスの�
上に物を置かないで�
ください�

犬はメーターから�
離れた場所につな�
いでください�

メーターボックスは、�
きれいにしておいて�
ください�
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　市　役　所（本庁）�

市役所および総合支所の配置図�

市
役
所
本
庁
お
よ
び
総
合
支
所
の
配
置
図�

財政課�

機器室�

EV

EV
教育長室�

第１会議室�第２会議室�

生涯学習課� 人事課�

⑤市民体育館事務室1階�

市道　入船線�

教育委員会�
　学校教育課�
　　　指導室�

⑤市民体育館事務室2階�

循環社会推進課�

行
政�

　
改
革
課�

印刷室�

防災無線室�

農業振興課�

議長室�

委員会室�

会議室�

玄関�

会
議
室�

金融機関�

水道課� 下水道課�都市計画課�

土地�
改良�
区　�

高規格�
道路推�
進室　�

用地課� 土木課�

議場�

会議室�

市民安全�
対策室　�

行政課�

待合室�

コピー室�

助
役
室�

市
長
室�

記
者
室�

ス
ロ
ー
プ�

②東庁舎2階�
③第2庁舎2階�

④本庁舎2階�

②東庁舎1階� ③第2庁舎1階�

④本庁舎1階�

市道　入船線�

駐車場�

①仮庁舎2階�

①仮庁舎1階�

駐車場� 議員控室�

議員控室�

議会事務局�

行政課　　�
（情報管理）�

監査委員�
事務局　�

秘
書
広
報
課�

　
　
（
広
報
）�

企
画
課�

国
際
交
流
協
会�

秘
書
広
報
課�

　
　
（
秘
書
）�

税
務
課�

市
民
課�

保
険
医
療
課�総合案内�

出
納
管
理
室�

宿直室�

介護　�
高齢課�

児童課�

福祉課� 市
道
　
東
新
町
桜
淵
線�

政
策
会
議
室�

⑦�

①仮庁舎�
②東庁舎�
③第2庁舎�
④本庁舎�
⑤市民体育館�
⑥勤労青少年ホーム：商工観光課�
⑦市役所西館（新城はつらつセンター）�
　　　　　　　　　：森林政策課�

①� ②�

⑥�

⑤�④�

③�

至桜淵�

大手門通�

至新城小学校�

新城文化会館�

問
い
合
わ
せ�

行
政
改
革
課
　
　
1
２３
│

７
６
３
６�

本�
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鳳来総合支所�

作手総合支所�

市役所および総合支所の配置図�

建設課�

EV

鳳来教育課�

地域振興課� 応接室� 第1　�
会議室� 第2会議室�印刷室�

会議室�会議室�

鳳来開発センター2階� 本庁舎2階�

市民福祉課�

経済課　�
（商工観光）�水道環境課�

経済課�

ホール�
EV

会議室�

鳳来開発センター1階�
宿直室�本庁舎1階�

地域振興課�
第1会議室�

吹抜�

①本庁舎2階�

応接室�

第2会議室�

②作手歴史民俗資料館�

展示室�倉庫�

会議室�

作手教育課�

宿直室�

ホール�

市民福祉課�水道環境課�建設課�経済課�

西庁舎�

印刷室�

①本庁舎1階�

①作手総合支所�
②作手歴史民俗資料館（作手教育課）�

駐車場�
国道301号�

①�
②�

市消防署�
作手　　�
　出張所�

開発センター�
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○
事
業
の
趣
旨�

　
市
で
は
、
地
域
自
治
確
立
の
た

め
の
有
望
・
優
良
な
地
域
活
動
を

支
援
す
る
た
め
、
予
算
の
範
囲
内

で
「
新
城
市
め
ざ
せ
明
日
の
ま
ち

づ
く
り
事
業
補
助
金
」
を
交
付
し

ま
す
。�

　
行
政
区
な
ど
が
行
う
地
域
の
特

性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
事
業
、

テ
ー
マ
を
持
っ
て
集
ま
っ
た
市
民

グ
ル
ー
プ
が
行
う
公
益
に
資
す
る

事
業
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を

対
象
と
し
ま
す
。�

○
対
象
と
な
る
団
体�

・
行
政
区
ま
た
は
行
政
区
の
集
合

体�

・
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織�

・
活
動
拠
点
が
市
内
に
あ
る
市
民�

　
10
人
以
上
が
参
加
す
る
団
体
で

市
長
が
認
め
る
団
体�

○
補
助
金
の
額�

・
ソ
フ
ト
事
業
　
補
助
率
　
補
助

対
象
経
費
の
10
分
の
10�

　
50
万
円
限
度�

・
ハ
ー
ド
事
業
　
補
助
率
　
補
助

対
象
経
費
の
10
分
の
9�

　
100
万
円
限
度�

事
業
の
な
が
れ�

・
実
施
要
領
な
ど
を
入
手
し
て
く
だ
さ
い
。�

・
6
月
30
日
（金）
ま
で
、
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。�

　
相
談
と
応
募
は
、
土
、
日
、
祝
日
を
除
い
た
午
前�

　
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時
の
間
で
受
け
付
け
ま
す
。�

対象となる事業の例�

事業の種別� 事業の例と概要�

・
補
助
金
を
受
け
る
に
は
、
審
査
に
よ
り
事
業
が
採�

　
択
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。�

・
一
定
額
以
上
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
団
体
は
、�

　
審
査
会
で
説
明
が
必
要
で
す
。�

・
審
査
は
、
新
城
、
鳳
来
、
作
手
の
各
地
域
審
議
会�

　
が
当
た
り
、
順
位
付
け
を
し
、
市
長
に
報
告
し
ま�

　
す
。�

・
市
長
が
採
択
事
業
を
決
定
し
、
補
助
金
の
交
付
を�

　
決
定
し
ま
す
。�

・
補
助
金
を
受
け
た
後
、
事
業
に
着
手
し
、
2
月
末�

　
ま
で
に
事
業
を
完
了
し
て
く
だ
さ
い
。�

・
12
月
に
書
面
で
中
間
報
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。�

・
実
績
報
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
�

・
補
助
金
は
、
実
績
報
告
書
を
精
査
し
、
金
額
を
確
�

　
定
し
ま
す
。
�

・
3
地
区
が
集
合
し
て
の
実
績
報
告
会
を
開
催
し
ま
�

　
す
。
�

・
３
月
末
ま
で
に
す
べ
て
を
完
了
し
ま
す
。
�

※
実
施
要
領
な
ど
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
�

 
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
�

実績報告�
補助金額�
確定・交付�
｢事業実績報告会｣�

まちづくり調査�
・研究、計画策定�
事業�

�
健康と安全・安心�
のまちづくり事業�
�

地域産業振興事業�
�

生涯学習振興事業�
�

地域内景観・生活�
環境整備事業�

その他事業�

先進的事例の研究や視察、講師などを招いての地域研究および地域の将来を�
デザインするなど、まちづくり活動を展開するに当たっての調査・研究、計�
画策定事業�

健康の維持・増進、高齢者などの社会参加推進、子どもの健やかな成長と安�
心して子どもを育てる環境を実現する活動および災害に強いまちづくりをめ�
ざす活動など、安心して暮らすことができる地域社会の実現につながる事業�

地域特性を活かした地場産業の振興、新たな集客事業の展開など、地域内の�
活性化につながる事業�

地域内伝統行事、文化の発掘、継承および地域住民の教養、教育文化の高揚�
およびスポーツの振興など、地域内生涯学習の推進につながる事業�

地域を挙げて取り組む景観保全・再生を始め、生活改善、清掃美化および交�
通安全対策など、住み良いまちづくりにつながる事業�

上記に掲げる以外の事業で、市長がとくに認めた事業�

〇他の制度から補助金の交付を受ける事業、政治的活動、宗教活動、営利を目的とした活動には、�
　交付しません�

事業実施�
8月中旬～�
　2月末日�

事業採択審査会�
補助金交付�
7月中旬～8月初旬�

応募の受付�
5月1日(月)�
～6月30日（金）�

企
画
課
　
　
　
　1
２３
│

７
６
２
０�

地
域
振
興
課
　
　1
３２
│

０
５
１
３�

地
域
振
興
課
　
　1
３７
│

２
２
１
１�

本�鳳�作�
問
い
合
わ
せ�

ま
ち
づ
く
り
事
業
に�

　
　
　
　
補
助
金
が
出
ま
す�

　
新
城
市
め
ざ
せ
明
日
の�

　
　
ま
ち
づ
く
り
事
業
補
助
金�
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あ
す
来
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
わ

れ
て
い
る
東
海
地
震
（
30
年
以
内
発

生
確
率
84
パ
ー
セ
ン
ト
）、
東
南
海

地
震（
同
50
パ
ー
セ
ン
ト
）
な
ど
の

対
策
と
し
て
、
市
で
は
い
ろ
い
ろ
な

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。�

　
阪
神
淡
路
大
震
災
、
新
潟
県
中
越

地
震
な
ど
を
教
訓
に
、
大
規
模
地
震

に
対
す
る
対
策
の
重
要
性
が
よ
り
一

層
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
「
来
た

ら
来
た
と
き
」
で
は
な
く
、
「
備
え

て
安
心
」
の
家
造
り
を
検
討
し
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
。�

（
カ
ッ
コ
内
の
地
震
発
生
確
率
は
、

地
震
調
査
研
究
本
部
が
平
成
13
年
に

公
表
し
た
も
の
で
す
）�

��

住
宅
耐
震
診
断
事
業�

木
造
住
宅
耐
震
診
断
員
派
遣
事
業�

　
診
断
費
用
無
料�

　
耐
震
診
断
員
（
愛
知
建
築
士
会
）�

に
委
託
し
、
自
宅
に
伺
い
実
施
す

る
無
料
診
断�

対
象
建
物
　
昭
和
56
年
5
月
31
日

以
前
に
着
工
さ
れ
、
木
造
で
在

来
軸
組
構
法
お
よ
び
伝
統
構
法

で
あ
り
、
就
寝
す
る
部
屋
が
あ

る
こ
と�

�

住
宅
耐
震
改
修
事
業�

耐
震
性
向
上
事
業�

　
計
画
作
成
経
費
助
成�

　
上
限
１０
万
円�

　
耐
震
診
断
後
、
ス
ム
ー
ズ
に
耐

震
改
修
に
移
行
で
き
る
よ
う
、
必

要
と
な
る
建
築
士
に
よ
る
補
強
計

画
設
計
書
作
成
費
用�
�

耐
震
補
強
事
業�

　
補
強
工
事
経
費
助
成�

　
上
限
６０
万
円�

　
無
料
耐
震
診
断
を
受
け
た
結
果
、�

耐
震
評
点
が
0.7
未
満
（
倒
壊
ま
た

は
大
破
壊
の
危
険
あ
り
）
と
判
定

さ
れ
た
住
宅
を
1.0
以
上
（
一
応
安�

全
）
に
、
0.7
以
上
1.0
未
満
（
危
険
）�

と
判
定
さ
れ
た
住
宅
を
、
0.3
以
上

補
強
す
る
耐
震
補
強
工
事
に
対
し

て
上
限
60
万
円
助
成�

　
な
お
、
工
事
は
各
年
度
2
月
末

ま
で
に
完
了
す
る
こ
と�

�

耐
震
補
強
市
内
施
工
推
進
事
業�

　
補
強
工
事
経
費
助
成�

　
上
限
５
万
円�

　
商
工
観
光
課
、
各
総
合
支
所
経
済

課
対
応�

　
市
内
業
者
が
施
工
す
る
も
の
に
限

り
、
耐
震
補
強
工
事
の
補
強
工
事
経

費
60
万
円
を
超
え
た
額
の
2
分
の
1

（
上
限
5
万
円
）
助
成�

�

耐
震
改
修
促
進
税
制�

所
得
税
額
の
特
別
控
除�

　
耐
震
改
修
費
の
１０
パ
ー
セ
ン
ト
相

　
当�

　
上
限
２０
万
円�

　
耐
震
補
強
工
事
を
平
成
18
年
4

月
1
日
か
ら
平
成
20
年
12
月
31
日

ま
で
の
間
に
行
わ
れ
た
場
合
、
耐

震
改
修
費
の
10
パ
ー
セ
ン
ト
に
相

当
す
る
額
（
上
限
20
万
円
）
を
控

除
す
る�

�

固
定
資
産
税
額
の
減
額
措
置�

　
一
定
期
間
減
額�

　
耐
震
補
強
工
事
を�

行
わ
れ
た
場
合
、
固

定
資
産
税
額
（
1
戸

当
た
り
120
平
方
メ
ー

ト
ル
相
当
分
ま
で
に

限
る
）
を
減
額
す
る

こ
と
が
で
き
る�

a
平
成
18
年
1
月
1

日
か
ら
平
成
21
年�

　
12
月
31
日
ま
で
の

間
に
耐
震
改
修
が

完
了
し
た
場
合
、
�

　
翌
年
度
か
ら
3
年
分
の
固
定
資
産

税
額
を
2
分
の
1
に
減
額
�

s
平
成
22
年
1
月
1
日
か
ら
平
成
24�

　
年
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
耐
震
改

修
が
完
了
し
た
場
合
、
翌
年
度
か

ら
2
年
分
の
固
定
資
産
税
額
を
2

分
の
1
に
減
額�

d
平
成
25
年
1
月
1
日
か
ら
平
成
27�

　
年
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
耐
震
改

修
が
完
了
し
た
場
合
、
翌
年
度
か

ら
1
年
分
の
固
定
資
産
税
額
を
2

分
の
1
に
減
額�

　
た
だ
し
、
耐
震
改
修
が
完
了
後

3
カ
月
以
内
に
申
請
が
必
要�

�

※
い
ず
れ
の
助
成
金
も
、
都
市
計
画

課
・
各
総
合
支
所
建
設
課
へ
事
前

に
申
請
書
を
提
出
し
、
審
査
で
合

格
し
た
方
だ
け
に
交
付
し
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。�

市の大切なお知らせをお届けします�

都
市
計
画
課
　1
２３
│

７
６
４
０�

建
設
課
　
　
　1
３２
│

１
９
７
７�

建
設
課
　
　
　1
３７
│

２
２
１
１�

本�鳳�作�
問
い
合
わ
せ�

ご
利
用
く
だ
さ
い�

　
住
宅
耐
震
事
業�

事
　
業
　
内
　
容�

ShinshiroShinshiro

耐　震　相　談�

無料住宅耐震相談開設�
相談料無料�

�
　 4月から毎月第 1・ 3土曜日に市
勤労青少年ホーム、第 2土曜日に鳳
来総合支所、 5月から隔月第 4土曜
日に作手総合支所で実施。午前 9時
から正午まで 1日に 2件を予約制で
受け付けし、愛知建築士会の建築士
が相談を受け付けます。（施工時期、
構造は問いません）�
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長委員長（左）から報告書を受け取る穂積市長（右）と�
兵藤議長（右から２人目）　　　　　　　　　　　　�

おさ�

10

　
児
童
手
当
法
が
改
正
さ
れ
、
4
月
か
ら
支
給

対
象
期
間
が
小
学
校
修
了
時
（
6
年
生
）
ま
で

拡
大
さ
れ
、
併
せ
て
、
所
得
制
限
も
緩
和
さ
れ

ま
し
た
。
該
当
の
方
は
手
続
き
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
児
童
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民

福
祉
課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
公
務

員
の
方
は
勤
務
先
の
担
当
者
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
）
�

　
ま
た
、
小
学
6
年
生
以
下
の
児
童
を
養
育
し

て
お
り
、
所
得
制
限
を
超
え
る
な
ど
に
よ
り
児

童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
児
童
課

ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
�

※
な
お
、
平
成
18
年
9
月
30
日
（
経
過
措
置
期
間
内
）
ま
で
に
手
続
き
を
済
ま
せ
れ
ば
、�

　
平
成
18
年
4
月
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
平
成
18
年
10
月
1
日
以
降�

　
に
手
続
き
を
し
ま
す
と
、
申
請
月
の
翌
月
か
ら
の
支
給
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ�

　
さ
い�

（注１）　平成17年度児童手当用所得証明書�
　　　　（平成17年 1 月 2 日～平成18年 1 月 1 日に、市�
　　　　　外から転入してきた方のみ）�
　　　　平成18年度児童手当用所得証明書�
　　　　（平成18年 1 月 2 日以降に市外から転入してき�
　　　　　た方のみ）�

　　　　※ 6月以降手続きの場合、両方必要となります�

　
現
在
、
小
学
5
、
6
年
生
の
児
童
を
養
�

育
し
て
い
る
方
で
、
児
童
手
当
を
受
け
て
�

い
な
い
方
�

　
所
得
制
限
に
よ
り
児
童
手
当
を
受
け
て
�

い
な
か
っ
た
方
�

　
現
在
、
小
学
5
、
6
年
生
の
児
童
を
養
�

育
し
て
い
る
方
で
、
下
の
お
子
さ
ん
が
い
�

て
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方
�

　
本
年
3
月
末
ま
で
児
童
手
当
を
受
け
て
�

お
り
、
現
在
、
小
学
4
年
生
の
お
子
さ
ん
�

を
養
育
し
て
い
る
方
�

��

新
規
認
定�

請
求
手
続�

���

額
改
定
認
定�

請
求
手
続�

��

現
況
届
を
提
出
し�

て
い
れ
ば
不
要�

�

印
鑑�

保
険
証
の
写
し
ま
た
は
、
年
金
加
入
証
明�

書
（
国
民
年
金
の
方
は
不
要
）�

郵
便
局
以
外
の
振
込
先
の
通
帳
（
注
１
）�

��

印
鑑�

市
民
病
院
改
革
委
員
会
が
、�

　
　
　
　
　
　
　
　
市
長
・
議
長
に
答
申
し
ま
し
た�

休
診
中
の
産
婦
人
科
医
師
の
採
用
が
決
ま
り
ま
し
た�

児
童
手
当
法
が
変
わ
り
ま
し
た�

　
　
　
　
も
う
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か�

該
当
す
る
方�

手
続
き�

持
ち
物� 児

童
課
　
　
　
　
1
２３
│

７
６
２
２�

市
民
福
祉
課
　
　
1
３２
│

１
９
８
２�

市
民
福
祉
課
　
　
1
３７
│

２
２
１
１�

本�鳳�作�
問
い
合
わ
せ�

　
市
の
諮
問
機
関
と
し
て
設
置
し
、

2
月
21
日
（火）
か
ら
3
回
に
わ
た
り
市

民
病
院
の
再
建
検
討
を
し
て
き
た
改
�

　
　
　
　
　
お
さ

�

革
委
員
会
の
長
 隆
委
員
長（
総
務
省
�

地
方
公
営
企
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
�

が
、
3
月
30
日
（木）
に
最
終
報
告
書
を

穂
積
亮
次
市
長
と
兵
藤
祐
治
議
長
に

手
渡
し
ま
し
た
。
�

 
報
告
書
に
は
、
医
師
の
通
勤
ヘ
リ

導
入
や
医
師
の
安
定
的
供
給
、
地
域

病
院
と
の
連
携
強
化
な
ど
の
7
項
目

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。（
最
終

報
告
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
市

長
の
部
屋
」
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
）
�

 
こ
れ
を
受
け
た
穂
積
市
長
は
、「
現
�

在
持
て
る
資
源
を
最
大
限
に
発
揮
し
、

市
民
に
安
心
し
て
い
た
だ
け
る
病
院
づ

く
り
に
努
め
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。
�

 
ま
た
医
師
不
足
の
た
め
4
月
か
ら

休
診
中
の
産
婦
人
科
へ
、
5
月
1
日
�

　
　
　
で
む
か
い
ひ
ろ

と

�

付
け
で
出
向
洋
人
氏
を
採
用
し
ま
し

た
。
診
療
時
間
は
、
月
〜
金
曜
日
の

午
前
の
み
で
す
。
�

　
当
面
は
、
婦
人
科
の
み
の
診
察
と

な
り
ま
す
が
、
医
師
確
保
に
向
け
て
、

病
院
ス
タ
ッ
フ
、
市
行
政
一
体
と
な

り
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。
�

市
民
病
院
総
務
課�

　
　
　
1
２３
│

７
８
５
２�

問
い
合
わ
せ�
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市の大切なお知らせをお届けします�

65
歳
以
上
の
市
県
民
税
の
課
税
方
法
が
変
わ
り
ま
す�

年
金
収
入
１９２
万
8
千
円
ま
で�

は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん�

年
金
収
入
１４８
万
円
ま
で
は
課�

税
さ
れ
ま
せ
ん�

妻
を
扶
養
し�

て
い
る
方�

妻
を
扶
養
し�

て
い
な
い
方�

税
額
の
3
分
の
2
が
減
額
さ
�

れ
ま
す
�

税
額
の
3
分
の
1
が
減
額
さ
�

れ
ま
す
�

�

平
成
１８
年
度�

��

平
成
１９
年
度�

1

3

4

2

ShinshiroShinshiro

電気柵などの設置に補助が出ます�

新城市補助金等検討　�
委員会が発足しました�

問
い
合
わ
せ�

税
務
課
　
1
２３
│

７
６
１
５�

本�

　
地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
、
平
成�

18
年
度
課
税
分
が
変
わ
り
ま
す
。�

�
　
　
老
年
者
控
除
が
廃
止
さ
れ
ま
す�

　
65
歳
以
上
の
方
で
、
合
計
所
得

が
一
千
万
円
以
下
で
あ
る
場
合
に

は
、
所
得
か
ら
老
年
者
控
除
と
し

て
48
万
円
を
差
し
引
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
が
、
平
成
18
年
度
課
税

分
か
ら
こ
の
老
年
者
控
除
が
廃
止

さ
れ
ま
す
。�

�

　
　
６５
歳
以
上
の
方
に
適
用
さ
れ
る

　
「
公
的
年
金
等
控
除
額
」
が
縮
減

　
さ
れ
ま
す�

���

　
　
６５
歳
以
上
の
方
に
適
用
さ
れ
る

　
非
課
税
措
置
が
廃
止
さ
れ
ま
す�

　
現
在
、
65
歳
以
上
の
方
で
、
合

計
所
得
が
125
万
円
以
下
の
方
は
、

市
県
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
が
、
平
成
18
年
度
課
税
分
か
ら

こ
の
非
課
税
措
置
が
廃
止
さ
れ
ま

す
。�

　
た
だ
し
、
昭
和
15
年
1
月
2
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方
で
、
合
計
所

得
が
125
万
円
以
下
（
年
金
収
入
で�

245
万
円
以
下
）
の
方
に
つ
い
て
は
、�

平
成
18
年
度
と
平
成
19
年
度
の
課

税
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
軽
減

措
置
が
あ
り
ま
す
。�

���

�����

　
　
改
正
の
影
響
の
な
い
方�

　
公
的
年
金
な
ど
の
収
入
金
額
が
、

次
の
金
額
以
下
の
方
は
、
引
き
続

き
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。�

����

　
「
公
的
年
金
以
外
の
所
得
が
あ

る
場
合
」、「
新
城
市
以
外
の
市
町

村
に
住
ん
で
い
る
場
合
」
お
よ
び

「
所
得
税
」
に
つ
い
て
は
、
金
額

が
異
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。�

公
的
年
金
等
控
除
額
�

�１４０
万
円
�

�収
入
金
額
×
２５
％
＋
�

７５
万
円
�

収
入
金
額
×
１５
％
＋
�

１２１
万
円
�

収
入
金
額
×
5
％
＋
�

２０３
万
円
�

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
�

�３３０
万
円
以
下
�

�３３０
万
円
超
�

４１０
万
円
以
下
�

４１０
万
円
超
�

７７０
万
円
以
下
�

�７７０
万
円
超
�

公
的
年
金
等
控
除
額
�

�１２０
万
円
�

�収
入
金
額
×
２５
％
＋
�

３７
万
5
千
円
�

収
入
金
額
×
１５
％
＋
�

７８
万
5
千
円
�

収
入
金
額
×
5
％
＋
�

１５５
万
5
千
円
�

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
�

�２６０
万
円
以
下
�

�２６０
万
円
超
�

４６０
万
円
以
下
�

４６０
万
円
超
�

８２０
万
円
以
下
�

�８２０
万
円
超
�

（
改
正
前
）�

（
改
正
後
）�

　行政改革課　1２３─７６３６�
�
・設置目的�
　補助金等の適正な執行と
透明性を確保することによ
り、効率的な財政運営を推
進するため。�
・所掌事務�
a補助金等の有効性の検証
に関する検討�

s補助金等の交付基準に関
する検討�

dその他、補助金等に関し、
市長が必要と認める事項�

・組織�
　委員 6人（うち公募委員�
 2人）�
・活動状況�
　第 1回会議を 3月28日c

に開催し、委員長の選任な
どを行いました。�
�
※議事録は市のホームページ
　に掲載しています�

本�

問い合わせ�

　農業振興課　1２３─７６３２�
　経済課　　　1３２─１９８４�
　経済課　　　1３７─２２１１�
　市では、安定した農林産物
の生産が図れるように、有害
鳥獣防除事業として電気柵な
どの設置に補助金を交付しま
す。�
補助対象�
・電気柵�
・サル防除ネット�
・捕獲檻�
申請の締め切り�
　 9月29日（金）�
　電気柵などを設置する前に、
申し込みが必要となります�
詳細はお問い合わせください�

本�

鳳�

作�

問い合わせ�
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　今回は、平成17年度旧市町村決算状況（平成17年 9 月末）と平成17年度新市下半期予算（平成18年 3 �
月末現在）の執行状況をお知らせします。�

平成17年度決算（平成17年9月）�
旧新城市�

旧鳳来町�

旧作手村�

旧新城広域事務組合�

（企業会計の予算は支出予算額です）�

（企業会計の予算は支出予算額です）�

（地方自治法第243条の3の規定による）�

市の財政状況をお知らせします�市の財政状況をお知らせします�市の財政状況をお知らせします�

会　　　計　　　名　　　称�
予　　算　　額� 収　入　済　額�

平　成　17　年　度　　決　算　額�
支　出　済　額�

 一　　　　般　　　　会　　　　計    132億2,051万円 64億1,029万円 53億3,437万円�
 特　　別　　会　　計　　合　　計    89億2,157万円 37億5,699万円 35億9,072万円�
  国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計   26億2,100万円 12億5,473万円 12億1,322万円�
  公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計   9億1,950万円 3億5,186万円 3億1,334万円�
  地 域 下 水 道 事 業 特 別 会 計   730万円 227万円 190万円�
  老　人　保　健　特　別　会　計   29億6,219万円 12億5,837万円 12億4,314万円�
  農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計   3億5,530万円 6,250万円 3,935万円�
  介 護 保 険 事 業 特 別 会 計   20億5,628万円 8億2,726万円 7億7,977万円�
 企　　業　　会　　計　　合　　計    80億2,492万円 25億8,905万円 34億5,245万円�
  新 城 市 民 病 院 事 業 会 計   65億8,495万円 21億8,255万円 29億5,930万円�
  水　　道　　事　　業　　会　　計   14億2,868万円 3億9,964万円 4億8,780万円�
  工 業 用 水 道 事 業 会 計   1,129万円 686万円 535万円�
 　　総　　　 　　合　　　　　 計    301億6,700万円 127億5,633万円 123億7,754万円�

 一　　　　般　　　　会　　　　計    60億2,924万円 29億6,246万円 24億2,339万円�
 特　　別　　会　　計　　合　　計    35億9,962万円 18億4,836万円 17億7,411万円�
  国 民 健 康 保 険 特 別 会 計   10億7,662万円 4億8,224万円 4億8,111万円�
  老　人　保　健　特　別　会　計   16億1,145万円 6億4,169万円 6億4,035万円�
  介　護　保　険　特　別　会　計   11億4,427万円 4億8,422万円 4億5,051万円�
  簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計   11億7,505万円 1億8,976万円 1億8,879万円�
  農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計   1,497万円 540万円 518万円�
  大 野 簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計   2,726万円 4,505万円 817万円�
  総　　　 　　合　　　　　 計    96億2,886万円 48億1,082万円 41億9,750万円�

 一　　　　般　　　　会　　　　計    29億1,792万円 17億4,558万円 14億1,136万円�
 特　　別　　会　　計　　合　　計    20億980万円 8億2,602万円 6億8,456万円�
  国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計   2億9,314万円 1億6,078万円 1億3,053万円�
  国民健康保険診療所特別会計   2億107万円 1億2,354万円 8,749万円�
  簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計   1億3,716万円 5,609万円 5,219万円�
  老　人　保　健　特　別　会　計   4億132万円 1億9,255万円 1億6,504万円�
  農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計   4億5,257万円 3,928万円 3,679万円�
  宅 地 造 成 事 業 特 別 会 計   2億6,915万円 1億3,207万円 1億2,149万円�
  介 護 保 険 事 業 特 別 会 計   2億5,539万円 1億2,171万円 9,103万円�
  総　　　 　　合　　　　　 計    49億2,772万円 25億7,160万円 20億9,592万円�

 一　　　　般　　　　会　　　　計    12億3,400万円 5億4,208万円 4億1,439万円�
 造　林　事　業　特　別　会　計    422万円 315万円 10万円�
 農 業共済事業特別会計（企業会計）    1億4,289万円 7,575万円 7,710万円�
  総　　　 　　合　　　　　 計    13億8,111万円 6億2,098万円 4億9,159万円�

会　　　計　　　名　　　称�
予　　算　　額� 収　入　済　額�

平　成　17　年　度　　決　算　額�
支　出　済　額�

会　　　計　　　名　　　称�
予　　算　　額� 収　入　済　額�

平　成　17　年　度　　決　算　額�
支　出　済　額�

会　　　計　　　名　　　称�
予　　算　　額� 収　入　済　額�

平　成　17　年　度　　決　算　額�
支　出　済　額�
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市の大切なお知らせをお届けします�

平成17年度　新市下半期�

■市債の状況�
　（平成17年度末残高見込）�
　一般会計分�
　　　　 232億7,052万円�
　特別会計分�
　　　　 101億4,072万円�

（平成18年3月31日現在）�
収入・支出済総額に 4月、5月分の収入・支出額が加えられ決算額となります。�

市の財政状況です�市の財政状況です�

諸　　　収　　　入 28億6,122万円 27億9,598万円 総　　　務　　　費 21億1,888万円 17億4,991万円�
市　　　　　　　税 23億5,895万円 21億8,289万円 民　　　生　　　費 27億6,289万円 16億8,076万円�
地　方　交　付　税 17億1,965万円 19億9,690万円 公　　　債　　　費 15億9,655万円 15億7,510万円�
市　　　　　　　債 23億1,390万円 9億910万円 衛　　　生　　　費 18億6,215万円 12億6,318万円�
県 　 支 　 出 　 金 11億3,384万円 6億9,480万円 教　　　育　　　費 13億3,472万円 9億6,575万円�
国　庫　支　出　金 9億1,580万円 6億5,971万円 土　　　木　　　費 16億3,342万円 9億1,661万円�
地　方　譲　与　税 3億5,710万円 3億7,857万円 消　　　防　　　費 8億9,649万円 7億4,060万円�
そ　　　の　　　他 18億9,451万円 13億3,260万円 そ　　　の　　　他 13億4,987万円 8億4,536万円�
　合　　　　　計 135億5,497万円 109億5,055万円 　合　　　　　計 135億5,497万円 97億3,727万円�

国 民 健 康 保 険 事 業  23億4,080万円 18億9,898万円 18億8,231万円�
老　　人　　保　　健  29億4,339万円 21億7,338万円 23億580万円�
介　護　保　険　事　業  18億4,235万円 13億6,896万円 15億3,486万円�
国民健康保険診療所  1億2,080万円 1億938万円 1億401万円�
簡　易　水　道　事　業  10億4,326万円 3億1,760万円 4億628万円�
農 業 集 落 排 水 事 業  7億88万円 3億5,239万円 2億5,490万円�
公 共 下 水 道 事 業  5億7,021万円 1億4,230万円 3億4,750万円�
地 域 下 水 道 事 業  585万円 347万円 384万円�
宅　地　造　成　事　業  3,292万円 3,290万円 2,936万円�

歳　　　　入�

会　　計　　名� 予　算　現　額� 収　入　済　額� 支　出　済　額�

予　算　現　額� 収　入　済　額� 歳　　　　出� 予　算　現　額� 支　出　済　額�

一　　般　　会　　計�

特　　別　　会　　計�

����

　
　
秘
書
広
報
課�

　
　
1
２３
│

７
６
２
３�

　
　
　
２３
│

７
２
９
６�

　
　
　info@city.shinshiro.lg.jp�

　
　
宛
先
　〒
４
４
１
│

１
３
９
２�

（
住
所
不
要
）�

��

　
市
で
は
、
読
み
や
す
く
親

し
み
や
す
い
広
報
紙
づ
く
り

を
目
指
す
た
め
に
、
広
報
紙

の
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。�

�

内
　
容�

①
広
報
し
ん
し
ろ
発
行
月
ご

と
に
、
所
定
の
ア
ン
ケ
ー

ト
用
紙
に
よ
り
感
想
・
意

見
を
報
告
す
る
。�

②
会
議
に
出
席
し
、
広
報
し

ん
し
ろ
に
関
す
る
自
由
意

見
や
要
望
な
ど
を
述
べ
る
。�

③
気
づ
い
た
こ
と
や
、
地
域

の
で
き
ご
と
、
話
題
な
ど

を
随
時
提
供
す
る
。�

�

定
　
数�

　
10
人�

�

資
　
格�

市
内
に
1
年
以
上
居
住
す

る
18
歳
以
上
の
方�

�

任
　
期�

委
嘱
の
日
〜
翌
年
3
月
31

日�
�

募
集
お
よ
び
選
定�

原
則
と
し
て
公
募
に
よ
り

広
く
市
民
か
ら
募
集
し
、

応
募
者
が
定
数
を
超
え
た

場
合
は
居
住
地
域
、
年
齢

な
ど
を
考
慮
し
て
選
定
す

る
。
た
だ
し
、
応
募
者
が

定
数
を
満
た
な
い
場
合
は
、

第
三
者
の
推
薦
に
よ
り
選

定
す
る
。�

�

謝
　
礼�

毎
年
度
予
算
の
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
る
。�

�

応
募
期
限�

　
6
月
16
日
（金）�

�

申
し
込
み�

は
が
き
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・

Ｅ
メ
ー
ル
で
住
所
・
氏
名
・

年
令
・
職
業
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。�

ShinshiroShinshiro

市
広
報
モ
ニ
タ
ー
を�

　
　
　
募
集
し
ま
す�

本�
問�

em FAX
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◇
募
集
要
項
・
試
験
申
込
書
の
配
布�

　
5
月
22
日
（月）
か
ら�

　
人
事
課
（
市
民
体
育
館
２
階
）�

　
市
民
課
窓
口
、
各
総
合
支
所
市
民

　
福
祉
課
窓
口�

◇
申
込
受
付
期
間
・
受
付
場
所�

　
6
月
15
日
（木）
〜
6
月
23
日
（金）�

（
た
だ
し
、
土
、
日
曜
日
は
除
く
）�

　
人
事
課�

◇
第
１
次
試
験
日�

　
7
月
23
日
（日）�

　
新
城
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム�

＊
試
験
内
容
　
一
般
教
養
、
作
文
、

　
適
性
検
査�

※
詳
し
く
は
、
募
集
要
項
で
確
認
し

　
て
く
だ
さ
い
。�

平
成
18
年
度
区
長
を
紹
介
し
ま
す�

市
職
員
募
集
（
大
卒･

短
大
卒
）�

平
成
19
年
度(

平
成
19
年
4
月
1
日)

採
用
予
定
の
職
員
を
募
集
し
ま
す�

一
般
事
務
・
�

一
般
技
術
�

　（
土
木
・
建
築
）
�

消
防
士
�

�保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
�

介
護
士
�

看
護
師
�

大
　
卒
�

短
大
卒
�

大
　
卒
�

�若
干
名
�

�若
干
名
�

�若
干
名
�

１
　
名
�

若
干
名
�

２５
歳
以
下
で
大
学
を
卒
業
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
方
�

２３
歳
以
下
で
短
大
を
卒
業
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
方
�

２５
歳
以
下
で
日
本
国
籍
を
有
し
、
大
学
を
卒
業
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
方
�

　
＊
視
力
･･
左
右
と
も
に
１．０
以
上
（
矯
正
可
）、
聴
力
･･
正
常
�

２３
歳
以
下
で
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
の
両
方
の
資
格
を
有
す
る
方
ま
た
は
両
方
の
資
格
�

を
取
得
見
込
み
の
方
�

２３
歳
以
下
で
介
護
福
祉
士
の
資
格
を
有
す
る
方
ま
た
は
資
格
取
得
見
込
み
の
方
�

４０
歳
以
下
で
看
護
師
の
資
格
を
有
す
る
方
ま
た
は
資
格
取
得
見
込
み
の
方
�

一
般
事
務
（
障
害
者
）
�

若
干
名
�
３０
歳
以
下
で
大
学
、
短
大
を
卒
業
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
方
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
な
�

ど
を
有
し
、
自
力
で
通
勤
が
で
き
、
介
護
者
な
し
で
職
務
遂
行
が
可
能
な
方
�

���

新
　
城
　
地
　
区
�

� 

東
新
町
 

原
田
　
卓
昌
　
�

 

西
新
町
　
 

淺
田
　
昌
弘
　
�

 

本
　
町
 

亀
田
　
昭
治
　
�

 

入
　
船
 

伊
丹
　
　
生
　
�

 

新
城
中
町
 

櫻
本
　
雅
洋
　
�

 

栄
　
町
 

小
黒
　
君
忠
　
�

 

橋
　
向
 

長
坂
　
俊
一
　
�

 

的
　
場
 

原
井
　
光
一
　
�

 

弁
　
天
 

河
口
　
健
次
　
�

 

片
　
山
 

今
泉
　
保
二
　
�

 

徳
　
定
 

　
泉
　
典
司
　
�

 

　
山
 

萩
平
　
富
和
　
�

 

臼
　
子
 

河
合
　
光
男
　
�

 

今
出
平
 

安
　
　
宏
之
　
�

 

諏
　
訪
 

加
藤
　
捷
博
　
�

 

杉
　
山
 

古
市
　
貞
雄
　
�

 

石
　
田
 

杉
木
　
　
之
　
�

 

野
　
田
 

鳥
居
　
勝
央
　
�

 

中
市
場
 

菅
辺
　
　
夫
　
�

 

大
野
田
 

青
山
　
幸
男
　
�

 

稲
　
木
 

渡
邉
　
幸
雄
　
�

 

豊
　
島
 

山
田
　
賢
治
　
�

 

川
　
田
　
 

湯
浅
　
允
宏
　
�

 

川
田
原
 

加
藤
　
　
章
　
�

 

上
市
場
東
住
宅
 

筒
井
　
克
典
　
�

 

上
市
場
西
住
宅
 

荻
野
　
哲
也
　
�

 

平
　
井
 

伊
東
　
文
弘
　
�

 

上
平
井
 

松
井
　
通
剛
　
�

 

矢
　
部
 

太
田
　
靖
　
　
�

 

富
　
沢
 

原
田
　
健
治
　
�

 

富
　
永
 

横
田
源
太
郎
　
�

 

大
　
宮
 

戸
田
　
　
昇
　
�

 

牛
　
倉
 

今
泉
　
研
吾
　
�

 

須
　
長
 

夏
目
　
輝
雄
　
�

 

浅
　
谷
 

天
野
　
哲
男
　
�

 

出
　
沢
 

浅
井
　
國
昭
　
�

 

横
　
川
 

滝
川
　
充
洋
　
�

 

大
　
海
 

中
村
　
和
彦
　
�

 

有
　
海
 

加
藤
末
四
郎
　
�

行
政
区�

氏
　
　
名�

職
　
　
　
種�

人
員�

受
験
資
格
（
年
齢
、
学
歴
、
資
格
等
）
＊
年
齢
は
平
成
１９
年
3
月
末
現
在�

人
事
課
　
1
２３
│

７
６
１
９�

本�問
い
合
わ
せ�

行
政
課
　
1
２３
│

７
６
１
１�

本�問
い
合
わ
せ�
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市の大切なお知らせをお届けします�
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八
束
穂
 

鈴
木
　
義
博
　
�

 

竹
　
広
 

前
川
　
幸
雄
　
�

 

川
　
路
 

　
谷
　
文
彦
　
�

 

緑
が
丘
 

藤
原
　
文
明
　
�

 

市
　
川
 

松
本
　
基
以
　
�

 

塩
　
沢
 

山
口
　
　
昇
　
�

 

鳥
　
原
 

白
井
　
正
弘
　
�

 

吉
　
川
 

新
川
　
是
伸
　
�

 

小
　
畑
 

伊
田
　
清
美
　
�

 

中
宇
利
 

牧
野
　
　
滿
　
�

 

富
岡
東
部
 

細
田
　
周
一
　
�

 

富
岡
中
部
 

安
形
　
�
男
　
�

 

富
岡
西
部
 

野
末
　
啓
喜
　
�

 

黒
　
田
 

浅
井
　
捷
好
　
�

 

庭
　
野
 

松
本
　
　
市
　
�

 

一
鍬
田
 

小
　
津
郷
彦
　
�

 

八
名
井
 

冨
安
　
辰
夫
　
�

 

東
清
水
野
 

河
守
田
克
宏
　
�

�

鳳
　
来
　
地
　
区
�

� 

長
篠
西
 

野
村
　
泰
　
　
�

 

本
　
郷
 

鈴
木
　
孝
行
　
�

 

内
金
上
 

山
本
　
芳
郷
　
�

 

内
金
下
 

喚
田
　
富
男
　
�

 

杉
　
下
 

鈴
木
　
一
義
　
�

 

芳
ヶ
入
 

　
橋
　
昌
裕
　
�

 

富
　
保
 

前
川
　
爲
宇
　
�

 

浅
　
畑
 

伊
藤
　
一
宏
　
�

 

下
　
平
 

鈴
木
　
康
則
　
�

 

東
矢
田
 

田
中
　
　
平
　
�

 

寺
　
林
 

大
林
秀
一
郎
　
�

 

大
　
峠
 

山
田
　
順
朗
　
�

 

引
　
地
 

小
林
　
恵
介
　
�

 

橋
　
平
 

比
企
　
和
成
　
�

 

湯
　
谷
 

南
屋
　
一
明
　
�

 

槙
　
原
 

上
田
　
永
浩
　
�

 

ド
ウ
デ
イ
 

佐
々
木
　
譲
　
�

 

柿
　
平
 

斉
藤
　
和
男
　
�

 

玖
老
勢
 

鈴
木
�
　
允
　
�

 

副
　
川
 

丸
山
　
　
久
　
�

 

門
　
谷
 

小
笠
原
富
男
　
�

 

布
　
里
 

竹
川
　
富
久
　
�

 

只
　
持
 

加
藤
　
和
臣
　
�

 

一
　
色
 

川
合
　
義
文
　
�

 

塩
　
瀬
 

　
泉
　
雅
文
　
�

 

島
　
田
 

樫
本
　
　
二
　
�

 

源
　
氏
 

森
下
　
良
治
　
�

 

恩
　
原
 

竹
下
　
幸
宏
　
�

 

大
　
輪
 

竹
下
　
芳
秀
　
�

 

湯
　
島
 

菅
沼
　
雅
之
　
�

 

海
老
千
原
田
 

原
田
　
哲
也
　
�

 

海
老
下
町
 

今
泉
　
和
彦
　
�

 

海
老
中
町
 

原
田
　
健
司
　
�

 

海
老
丁
塚
 

加
藤
　
博
司
　
�

 

海
老
入
洞
 

松
下
　
幹
雄
　
�

 

海
老
川
売
 

夏
目
　
純
一
　
�

 

四
　
谷
 

古
田
　
和
男
　
�

 

連
　
合
 

原
田
　
武
典
　
�

 

海
老
山
中
 

山
口
　
良
春
　
�

 

海
老
須
山
 

夏
目
　
弥
生
　
�

 

海
老
副
川
 

林
　
　
武
男
　
�

 

上
新
戸
 

仲
原
　
優
孝
　
�

 

中
新
戸
 

峯
野
　
孝
治
　
�

 

下
新
戸
 

豊
田
　
安
充
　
�

 

柿
　
本
 

風
岡
　
　
猛
　
�

 

五
反
田
 

黒
谷
　
　
男
　
�

 

定
　
国
 

松
井
　
清
泰
　
�

 

紺
　
東
 

馬
塲
　
順
一
　
�

 

紺
　
西
 

岩
田
　
勝
男
　
�

 

大
田
輪
 

野
末
　
ふ
　
　
�

　
 

山
吉
田
山
中
 

松
井
　
典
幸
　
�

 

小
阿
寺
 

鈴
木
　
康
先
　
�

 

高
　
野
 

山
本
　
　
哲
　
�

 

阿
寺
大
沢
 

丸
山
　
健
治
　
�

 

川
　
上
 

澤
田
　
幸
彦
　
�

 

中
　
平
 

織
田
　
栄
一
　
�

 

松
　
沢
 

田
中
　
　
幸
　
�

 

矢
　
田
 

田
中
　
達
也
　
�

 

竹
ノ
輪
 

馬
場
　
宏
司
　
�

 

多
利
野
 

河
田
　
敏
範
　
�

 

黄
柳
野
 

今
本
　
賢
治
　
�

 

蔵
　
平
 

上
野
　
道
雄
　
�

 

小
　
川
 

上
野
　
幸
男
　
�

 

栗
　
衣
 

　
原
　
義
勝
　
�

 

大
　
平
 

矢
田
　
　
勉
　
�

 

本
　
久
 

梶
村
　
浩
千
　
�

 

大
野
1
番
組
 

伊
藤
　
伸
雄
　
�

 

大
野
2
番
組
 

白
井
　
和
生
　
�

 

大
野
3
番
組
 

上
田
　
裕
和
　
�

 

大
野
4
番
組
 

伊
藤
　
静
男
　
�

 

大
野
5
番
組
 

仁
木
　
　
滿
　
�

 

大
野
6
番
組
 

齋
藤
　
和
重
　
�

 

大
野
7
番
組
 

白
井
　
昭
三
　
�

 

大
野
8
番
組
 

鈴
木
　
直
史
　
�

 

井
　
代
 

保
木
井
靖
士
　
�

 

能
登
瀬
 

鈴
木
　
幹
雄
　
�

 

名
　
越
 

神
谷
　
敏
男
　
�

 

名
　
号
 

尾
澤
　
豊
雄
　
�

 

睦
　
平
 

河
村
　
一
平
　
�

 

細
　
川
 

泉
　
　
猛
　
�

 

秋
葉
巣
山
 

加
藤
　
誠
一
　
�

 

七
郷
一
色
 

荻
野
　
鐵
夫
　
�

 

川
合
西
 

黒
谷
　
好
幸
　
�

 

コ
　
シ
 

加
藤
　
明
人
　
�

 

内
貝
津
 

大
原
　
信
明
　
�

 

中
貝
津
 

宮
原
　
　
　
　
�

 

浅
井
平
 

井
駒
　
勝
次
　
�

 

赤
　
沢
 

林
　
由
紀
夫
　
�

 

池
　
場
 

金
田
　
延
幸
　
�

�

作
　
手
　
地
　
区
�
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守
　
義
 

垣
内
　
雄
二
　
�

 

菅
　
沼
 

荻
野
　
成
孝
　
�

 

木
和
田
 

安
藤
　
嘉
浩
　
�

 

善
　
夫
 

藤
原
　
孝
一
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黒
　
瀬
 

西
田
　
敏
夫
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西
田
原
 

阿
部
　
利
昭
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東
田
原
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昌
人
　
�

 

鴨
ケ
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久
嶋
二
三
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�

 

市
　
場
 

小
林
　
隆
弘
　
�

 

作
手
須
山
 

築
山
　
則
雄
　
�

 

北
　
畑
 

權
田
　
博
之
　
�

 

野
　
郷
 

朏
　
　
貴
元
　
�

 

作
手
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合
 

鈴
木
　
秀
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�

 

相
　
寺
 

荻
野
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�

 

和
　
田
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道
　
信
次
　
�

 

見
　
代
 

森
田
　
　
脩
　
�

 

戸
津
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佐
宗
　
龍
俊
　
�

 

杉
　
平
 

森
　
　
曠
至
　
�

 

赤
羽
根
 

黒
谷
　
五
一
　
�

 

小
　
林
 

鈴
木
　
久
雄
　
�

 

東
高
松
 

小
田
　
邑
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�

 

大
和
田
 

佐
宗
　
　
男
　
�

 

田
　
代
 

竹
下
　
孝
治
　
�

行
政
区�

氏
　
　
名�



　青年海外協力隊員として2年間中国の銀川（ギン
セン）市へ派遣され、大学生たちに講師として商業
デザインを教えていた滝川直秀さん（栄町）が、4
月14日（金）、市長に帰国報告をしました。「銀川で
は、日本人を見たことがない人が大多数で、学生
たちにデザインを教える一方、中国言語や生活習
慣を教えてもらいました」と話す滝川さん。「今後
のことはまだ決まっていませんが、中国に関係し
たことをやりたい」と話す滝川さんの顔には、自
信がみなぎっていました。�
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新城地区�

　鳳来地区四谷の千枚田では、ゴールデンウィーク
になると「代かき」が行われ、早い農家では田植え
が始まります。�
　日々変化するこのころからが、千枚田の見ごろです。
水が張られた春の千枚田は、一番高い場所「ふれあ
い広場」から見下ろすと、“千枚の水鏡”となってす
ばらしい景観をつくり出しています。�
　訪れた人たちはこの眺めに癒され、満足していた
だけることと思います。�
　四季折々の自然があじわい深い姿を見せる、四谷
の千枚田に出かけてみてはいかがでしょうか。�
�
（写真・文／連谷地区情報通信員　小山舜二）�

鳳来地区�

しゅん�じ�

いや�

　4月10日（月）、愛知万博の長久手愛知県館で来
場者の目を引いた「動く鉄塔」が、大宮企業団地
の新東工業（株）に移設されました。�
　瀬籐晴雄新城製作所長は、「この鉄塔は、メカト
ロニクスの研鑽と地域の融合を図るために移設し、
大きな木が揺れ動き、また大きな希望を持てるよ
うにと「大樹（たいじゅ）」と命名しました」とう
れしそうに話しました。�
　このモニュメントは、毎週土曜日の午前10時か
ら午後2時まで3本の鉄塔が「くねくね」動きます。
見学に出かけてみませんか。�

せ�とう�

けん�さん�

新城地区�
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新城地区�

新城地区�

作手地区�

　4月16日（日）、はなのき広場で開催予定の「フリー
マーケットと催し」が、雨のため市民体育館で行われ、
家族連れでにぎわいました。�
　木の葉に自分の環境目標を書き込み、パネル上の
木に貼り付け市民で完成させる「環境宣言の木」には、
「自然を大切にする、もったいないは大事、リサイク
ルを心がける」などの目標が掲げられました。�
　リサイクル21事務局の村田真弓さん（的場）は、「ご
みを減らすことを目的にスタートしましたが、回を
重ね皆さんの憩いの場として定着してきてうれしい
です」と語っていました。�

　4月29日（祝）、鬼久保ふれあい広場リフレッシ
ュセンターで今年度最初のつくでの森の音楽祭が
行われました。�
　実行委員長の黒谷幸憲さん（長者平）が「作手のよ
うな山里でも、気軽にいい音楽や芸術を肌で感じてもら
いたい」とあいさつを述べると、中沖玲子さんのピアノ
コンサート、村上康成さんのウクレレ演奏、名倉名知
子さん（門谷）の朗読が行われ、会場に詰めかけた
150人の聴衆は、ひとときを音楽の世界に浸っていました。�

　4月6日（木）から15日（土）までの10日間、春の交
通安全運動が行われました。初日の6日には、新
城文化会館前で穂積市長、伊藤警察署長と中部交
通安全推進協議会の関係者らが運転者に、飲酒運
転の追放を呼びかけました。�

ゆき�のり�

な�

ひた�

ち� こ�
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　4月27日（木）、高齢者福祉施設「虹の郷」で、
さわやかネットつくで主催の「鶴橋減滅渡落語独
演会」が行われました。�
　“あなたの笑顔が私のしあわせ”をモットーにし
たこっけいな落語は、会場を笑いの渦に巻き込み
ました。�

　小雨の降る4月15日（土）、戸津呂地区13戸総出
でこいのぼり37匹をつるしました。�
　この活動は、集落夢おこし活動計画の中にある
『みんなでこいのぼり』という事業で、7年前か
ら行っています。�
　この日はまた、国道301号沿いなどにサクラの
苗木19本とモミジの苗木14本を植えました。数年
後には、春はサクラ、秋はモミジと季節ごとに風
情が楽しめることでしょう。�

作手地区�

と� づ�

ふ�

ぜい�

ろ�

　桜淵公園の桜が満開を迎えた4月1日（土）、公園
内は暖かな陽気に誘われて、大勢の花見客でにぎ
わいました。翌日2日（日）は、あいにくの雨でした
が、さまざまなイベントが行われ、3月17日（金）
から4月16日（日）までの期間中に、約15万5千人の
人が訪れました。�

新城地区�

作手地区�

つる�はし�へる�めっ�と�



　4月22日（土）、旧鳳来町と姉妹提携を結ぶ知
多郡東浦町で、於大まつりが開催されました。
東浦町は、徳川家康の生母「於大の方」の生
誕の地です。「於大の方」が鳳来寺へ祈願して
家康が授かったとの由来から、旧鳳来町と東
浦町は、昭和61年「姉妹提携」を結びました。�
　於大まつりは、満開の八重桜の下「於大の

みち」から於大公園までの約3キロを「於大姫」
を乗せたおかごが通り、その後を色とりどり
の衣装を身にまとい鳴子を手にした人たちが、
行列を組み踊りながら進んでいきました。�
　今年で20周年となる交流に、新城市から36
人が参加し、穏やかな春の一日を楽しみました。�

�
�
　3月25日（土）、愛知県体育館で万博開幕1周年記
念イベント『県民の集い』が行われました。�
　野外の舞台イベントでは、市代表として作手地
区の合唱団体「ハミングバード」が熱唱。観客は、
美しい歌声に聞き入っていました。�
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　全国の環境非政府組織（ＮＧＯ）が主催する、第5
回日本の環境首都コンテストで、市は参加75団体
中、2年連続で総合2位になりました。4月6日（木）
には、人口規模別（5万人以上10万人未満）、地球
温暖化防止部門、住民参加部門で1位になったほか、
5年連続参加の奨励賞など5つの表彰状が、穂積市
長に手渡されました。�

新城地区�

作手地区�

鳳来地区�

お�だい�

お�だい�
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環
境
の
日
と
は�

�

　
6
月
5
日
は
「
環
境
の
日
」
で
す
。

国
連
で
は
、
日
本
の
提
案
を
受
け
て

6
月
5
日
を
「
世
界
環
境
デ
ー
」
と

定
め
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
環
境
基

本
法
の
中
で
「
環
境
の
日
」
を
決
め
、

積
極
的
に
環
境
の
保
全
に
関
す
る
活

動
を
行
う
意
欲
を
高
め
る
よ
う
、
い

ろ
い
ろ
な
行
事
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。�

���

　
環
境
月
間
と
は�

�

　
国
や
市
を
含
め
事
業
者
・
市
民
・

市
民
団
体
の
協
働
に
よ
り
、
環
境
へ

の
取
り
組
み
を
重
点
的
に
行
お
う
と

す
る
の
が
環
境
月
間
で
す
。�

　
全
国
各
地
で
「
環
境
月
間
」
に
合

わ
せ
、
環
境
保
全
活
動
の
普
及
や
啓

発
に
関
す
る
各
種
行
事
を
実
施
し
て

い
ま
す
。�

�

　
旧
新
城
市
で�

は「
環
境
月
間
」�

「
環
境
の
日
」

に
合
わ
せ
、
き

れ
い
な
心
で
き

れ
い
な
街
を
つ

く
ろ
う
と
、
平

成
4
年
度
か
ら

「
新
城
市
民
憲�

章
推
進
協
議
会
」�

の
加
盟
団
体
を�

中
心
に
、
新
城�

ク
リ
ー
ン
ハ
ー
ト
・
ク
リ
ー
ン
シ
テ

ィ
作
戦
を
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
活

動
は
、
公
園
や
主
要
道
路
に
落
ち
て

い
る
空
き
缶
や
ご
み
な
ど
を
拾
う
環

境
美
化
活
動
で
、
広
く
市
民
の
皆
さ

ん
に
呼
び
か
け
て
協
力
を
お
願
い
し

て
き
ま
し
た
。�

　
合
併
後
も
こ
の
活
動
は
続
け
ま
す
。

今
年
度
は
、
市
内
全
域
で
計
画
し
て

い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
積
極
的
な

ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。�

　
力
を
あ
わ
せ
、
ご
み
の
な
い
き
れ

い
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。�

�【
実
施
日
時
】�

　
6
月
3
日
（土）
　
午
前
9
時�

��

【
実
施
場
所
】（
集
合
場
所
）�

新
城
地
区�

①
桜
淵
公
園
周
辺（
木
か
げ
プ
ラ
ザ
）�

②
豊
川
右
岸
・
牟
呂
松
原
頭
首
工
付�

　
近
　
　
　
　（
豊
島
河
川
敷
広
場
）�

③
国
道
301
号
東
名
高
速
道
下
付
近�

（
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
）�

鳳
来
地
区�

④
長
篠
城
址
周
辺�

（
長
篠
城
址
史
跡
保
存
館
前
）�

⑤
山
び
こ
の
丘
周
辺（
山
び
こ
の
丘
）�

作
手
地
区�

⑥
菅
守
小
学
校
周
辺（
菅
守
小
学
校
）�

⑦
開
成
小
学
校
周
辺（
開
成
小
学
校
）�

�
※
お
近
く
の
場
所
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
軍
手
と
ご
み
袋
は
市
で
用
意

し
ま
す
。�

譲
り
た
い
も
の�

¡

折
り
た
た
み
ベ
ッ
ド�

¡

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト�

¡

か
ご
（
ペ
ッ
ト
持
ち
運
び
用
）�

¡

か
ご
（
ハ
ム
ス
タ
ー
用
）�

¡

ペ
ッ
ト
用
サ
ー
ク
ル�

　
　
　
（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
）�

譲
っ
て
ほ
し
い
も
の�

¡

ひ
き
臼�

�

　「
譲
り
た
い
も
の
」
と
「
譲
っ�

て
ほ
し
い
も
の
」
の
あ
る
方
は
、�

①
名
前
　②
住
所
　③
電
話
番
号�

を
循
環
社
会
推
進
課
へ
お
知
ら�

せ
く
だ
さ
い
。�

環境関連の会議情報�

　環境関連の会議の情報（会議名・議�
題・場所・日時など）は、本庁の市民�
課窓口横などの「ＥＭＳお知らせコー�
ナー」に掲示しています。�
　会議への参加希望は、事前にご連絡�
ください。�

６
月
５
日
は
　
　
　

６
月
５
日
は
　
　
　�

｢

環
境
の
日

環
境
の
日｣

　�

６
月
は
　
　
　
　
　

６
月
は
　
　
　
　
　�

　｢

環
境
月
間

環
境
月
間｣

で
す
で
す�

�
６
月
５
日
は
　
　
　�

｢

環
境
の
日｣

　�

６
月
は
　
　
　
　
　�

　｢

環
境
月
間｣

で
す�

し
ん
し
ろ
ク
リ
ー
ン
作
戦
（
仮
称
）
を
実
施
し
ま
す�

リ
サ
イ
ク
ル
　
　

リ
サ
イ
ク
ル
　
　�

　
情
報
コ
ー
ナ
ー

　
情
報
コ
ー
ナ
ー�

リ
サ
イ
ク
ル
　
　�

　
情
報
コ
ー
ナ
ー�
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※認定の種類は、3Ｒの取り組み（リデュース・リユース・リサイクル）の種類を頭文字の「Ｒ」の数�
　で表しています�

21

�

し
ん
し
ろ
エ
コ
シ
ョ
ッ
プ�

　
　
　
認
定
販
売
店
情
報�

�

　
ご
み
減
量
・
資
源
再
使
用
・
資

源
リ
サ
イ
ク
ル
（
3
Ｒ
）
の
取
り

組
み
を
自
主
的
に
行
う
販
売
店
を
、

市
が
市
民
と
と
も
に
審
査
・
認
定

し
、
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
に

よ
り
、
市
民
・
事
業
所
・
行
政
が

協
働
で
ご
み
減
量
と
資
源
保
護
意

識
な
ど
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
「
し
ん
し
ろ
エ
コ
シ
ョ

ッ
プ
」
認
定
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
に
よ
る
認
定
販
売
店
数

は
、
平
成
17
年
度
末
現
在
で
10
店

と
な
り
ま
し
た
。�

　
市
で
は
、
引
き
続
き
認
定
販
売

店
と
そ
の
審
査
を
行
う
認
定
審
査

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
販
売
店

の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。�

織　田　商　店�
　　　　（酒販）�

新　城　無　線�
　　（家電販売）�

岡田屋電機商会�
　　（家電販売）�

マ　ル　ブ　ン�
　（衣料品販売）�

ユニー新城店�
　　（小売百貨）�

日 野 屋 商 店�
　　　　（酒蔵）�

寝 具 の 夏 目�
　　（寝具販売）�

渡 辺 カ メ ラ�
（カメラ・現像）�

ミ　ド　リ　ヤ�
　（食料品など）�

沢　田　畳　店�
　　　（畳販売）�

有　海�

栄　町�

新　城�
中　町�

栄　町�

的　場�

本　町�

富　沢�

新　城�
中　町�

緑が丘�

平　井�

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

Ｒ�
（シングル）�

ＲＲ�
（ダブル）�

Ｒ�
（シングル）�

ＲＲ�
（ダブル）�

ＲＲＲ�
（トリプル）�

ＲＲＲ�
（トリプル）�

ＲＲＲ�
（トリプル）�

ＲＲ�
（ダブル）�

ＲＲＲ�
（トリプル）�

ＲＲＲ�
（トリプル）�

一升びん・ビールびんの回収・�
引き渡し（リユース）�

販売した商品の修理（リユース）�
商品の分別処理など（リサイク�
ル）�

使用済電池のリサイクル（リサ�
イクル）�

販売した商品の修理（リユース）�
切れ端を利用した名札生地の配�
布（リサイクル）�

マイバッグ持参運動など（リデ�
ュース）�
納品箱の再使用（リユース）�
容器包装のリサイクルなど（リ�
サイクル）�

分離型キャップの採用（リデュ�
ース）�
一升びんの回収および再使用�
（リユース）�
酒粕の販売（リサイクル）�

再生可能な布団の製造販売（リ�
デュース）�
古綿再生の取り組みなど（リユ�
ース）�
古綿を畑肥料として還元（リサ�
イクル）�

フィルムケースなどの再使用�
（リユース）�
フィルムパトローネの分別（リ�
サイクル）�

レジ袋の削減の取り組み（リデ�
ュース）�
一升びん・ビールびんの回収・�
引き渡し（リユース）�
容器包装のリサイクル（リサイ�
クル）�

ごみを出さない店の方針（リデ�
ュース）�
畳床の再使用（リユース）�
畳材料の再利用（リサイクル）�

しんしろの　　�
　　音環境調査�
音に関する情報収集と�

調査員募集�
�
　わたしたちの身のまわ
りの音は、地域らしさを
構成する要素のひとつで
す。�
　風や水の流れ、鳥の鳴
き声など、自然の音や地
域の暮らしや行事、経済
活動にかかわる伝統的な
音などさまざまです。そ
れらが視覚や嗅覚ととも
に地域らしさとなってい
ます。�
　そこで市では、市内に
どのような音があり、ど
こで聞こえ、そしてどこ
まで聞こえるのかなど調
べます。やすらげる音、
好きな音、気になる音、
何でも結構です。音に関
する情報をお寄せくださ
い。�
　また、音に関する情報
の収集と同時に、地域の
音環境の歴史と現状を調
べる調査員を募集します。�
　希望される方は、期日
までに循環社会推進課へ
お申し込みください。�
�
○申込資格�
住所・年齢・性別は問
いません�
�
○申込期限　�
　 6月16日（金）�
�
○申し込み�
　循環社会推進課�

123─7677

　販売店名（業種）�No. 地 区�認定の種類� 取り組み内容�



����　
　
　
行
政
課
　
�

　
　
　
☎
23
‐
７
６
１
３
�

　
　
　
 
23
‐
２
０
０
２
�

　
　
　
〒
４
４
１
‐
１
３
９
２

　
　
　
（
住
所
不
要
）
�

　
　
新
城
ま
ち
な
み
情
報
セ
ン
タ
ー
�

　
　
　
☎
24
‐
0
0
0
1
�

　
　
　
　
22
‐
1
1
1
2
�

joho-center@
city.shinshiro.lg.jp

�

　
Ｉ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
市
民

パ
ソ
コ
ン
塾
を
開
催
し
ま
す
。

キ
ー
ボ
ー
ド
を
触
っ
た
こ
と
が

な
い
方
な
ど
、
パ
ソ
コ
ン
初
心

者
を
対
象
に
、
電
源
の
入
れ
方

や
基
本
操
作
、
簡
単
な
文
書
作

成
な
ど
を
や
さ
し
く
、
て
い
ね

い
に
指
導
し
ま
す
。
�

　
6
月
24
日
（土）
午
後
1
時
〜
4
時
�

　
6
月
25
日
（日）
午
後
1
時
〜
4
時
�

　
（
2
日
間
で
1
コ
ー
ス
）
�

　
新
城
ま
ち
な
み
情
報
セ
ン
タ
ー
�

　
12
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合

　
は
抽
選
）
�

　
無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト

　
代
と
し
て
1,
0
0
0
円
）
�

　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
18

　
歳
以
上
の
初
心
者
で
、
2
日

　
間
と
も
に
受
講
で
き
る
方
。
�

申
込
期
間
　
�

　
6
月
1
日
（木）
〜
15
日
（木）
�

　
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

　
番
号
を
記
入
し
、
は
が
き
・

　
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で

　
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
�

����　
　
生
涯
学
習
課
�

　
　
☎
23
‐
７
６
５
４
�

　
ス
ポ
ー
ツ
と
遊
び
が
大
集
合
！

つ
く
し
ん
ぼ
う
ス
ポ
レ
ク
祭
を

開
催
し
ま
す
。
�

　
6
月
10
日
（土）
�

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時
�

　
新
城
総
合
公
園
�

　
・
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
�

　
・
昔
の
遊
び
コ
ー
ナ
ー
�

　
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
�

　
・
少
年
野
球
大
会
�

　
・
テ
ニ
ス
教
室
�

　
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
体
験
�

　
・
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
、
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
�

　
・
弓
道
講
習
会
�

　
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
は

　
　
有
料
（
小
中
学
生
を
除
く
）
�

　
・
会
場
に
売
店
が
あ
り
ま
す
�

���「
に
こ
に
こ
教
室
」
前
半
全
9
回
�

　
　
作
手
教
育
課
�

　
　
　
☎
37
‐
２
２
１
１
�

　
お
も
に
保
育
所
入
所
前
の
お

　
子
さ
ん
と
子
育
て
奮
闘
中
の

　
方
�

　
消
防
士
さ
ん
と
一
緒
！
�

　
6
月
9
日
（金）
�

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
�

　
作
手
開
発
セ
ン
タ
ー
�

　
作
手
出
張
所
消
防
士
�

�����　
　
　
生
涯
学
習
課
　
�

　
　
　
　
☎
23
‐
７
６
５
３
�

　
東
三
河
と
い
う
地
域
が
持
つ
さ

ま
ざ
ま
な
魅
力
と
課
題
、
そ
の
多

様
な
姿
を
東
三
河
の
市
町
が
一
つ

に
な
っ
て
企
画
し
た
生
涯
学
習
講

座
で
す
。
今
年
度
は
「
食
」
を
テ
ー

マ
に
東
三
河
を
検
証
し
ま
す
。
�

　
�

第
１
回
�

　
6
月
24
日
（土）
�

　
午
前
10
時
〜
正
午
�

　
Ｊ
Ａ
蒲
郡
市
販
売
部
�

　
「
蒲
郡
み
か
ん
の
す
べ
て
」
�

　
蒲
郡
市
農
業
協
同
組
合
�

　
販
売
部
長
　
　
小
嶋
幸
正
氏
�

第
２
回
�

　
7
月
8
日
（土）
�

　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午
�

　
豊
橋
市
民
セ
ン
タ
ー
�

　
「
豊
橋
発
！
�

　
　
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
の
す
す
め
」
�

　
国
際
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
協
会
会

　
員
　
　
　
　
　
伊
藤
篤
哉
氏
�

第
３
回
�

　
7
月
23
日
（日）
�

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
�

　
田
原
文
化
会
館
�

　
「
田
原
牛
〜
常
春
の
大
地
で

　
　
育
て
る
味
へ
の
こ
だ
わ
り
〜
」

　
Ｊ
Ａ
愛
知
み
な
み
田
原
牛
肥

　
育
倶
楽
部
の
皆
さ
ん
�

第
４
回
�

　
8
月
5
日
（土）
�

　
午
後
1
時
〜
3
時
�

　
音
羽
町
文
化
ホ
ー
ル
�

　
「
こ
だ
わ
り
の
食
材
　
音
羽
米
」
�

　
（有）
こ
だ
わ
り
農
場
　
鈴
木
�

　
代
表
取
締
役
　
鈴
木
晋
示
氏
�

第
５
回
�

　
9
月
9
日
（土）
�

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
�

　
豊
川
市
勤
労
福
祉
会
館
�

　
「
豊
川
市
の
食
と
農
業
」
�

　
ひ
ま
わ
り
農
業
協
同
組
合
�

　
前
組
合
長
　
　
岩
瀬
義
人
氏
�

第
６
回
�

　
9
月
30
日
（土）
�

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
�

　
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館
�

　
「
東
三
河
の
野
生
き
の
こ
�

　
　
　
　
　
　
―
食
と
毒
―
」
�

　
学
芸
員
　
　
　
加
藤
貞
亨
氏
�

　
ど
な
た
で
も
�

　
80
人
（
申
し
込
み
多
数
の
場

　
合
は
抽
選
。
結
果
は
全
員
に

　
郵
送
）
�

　
無
料
（
実
費
100
円
程
度
必
要
）
�

　
現
地
集
合
�

　
5
月
31
日
（水）
�

主
　
催
�

豊
橋
市
・
豊
川
市
・
蒲
郡
市
・

新
城
市
・
田
原
市
・
音
羽
町
・

小
坂
井
町
・
御
津
町
各
教
育
委

員
会
�

●�申�
●�問�

●�時�
●�所�

●�受�
●�対�

●�応�

●�内�

対象・資格�

申し込み�

問い合わせ�

内容�

●�講�
●�定�

講師・指導�

募集人員�

応募方法�

日時・期間�

場所・会場�

●�集�集合場所�
受け付け�

省略文字の見方�

●�〆�締め切り�

●�HP

●�em

●�持�
●�￥�

●�他�その他�

費用・会費�

ホームページ�

Eメール�

持ち物�

本庁�

鳳来総合支所�

作手総合支所�

■�本�
■�鳳�
■�作�

催
し
催
し
・
行
事
行
事

催
し
催
し
・
行
事
行
事

催
し
催
し
・
行
事
行
事

催
し
・
行
事

パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座
�

●�時�●�所�

●�時�●�所� ●�対�

●�￥�

●�内�

●�定�
●�申�
●�問�

●�申�
●�問�

■�本�

●�問�

●�em

●�応�み
ん
な
集
ま
れ
！
第
６
回
�

　
つ
く
し
ん
ぼ
う
ス
ポ
レ
ク
祭
�

■�本�

●�他�●�問�
■�作� 親

子
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば
�

●�時�●�所� ●�対�●�内�●�講�東
三
河
生
涯
学
習
連
携
講
座
�

「
再
発
見
！
東
三
河
の“
食
”」
�

　
　
　
　
　
　
（
全
６
回
）
�

●�申�
●�問�

■�本�

広報しんしろ・ほのか　　2006.6

さ
わ
�

●�時�
●�所�
●�内�
●�講�

●�他�●�〆� ●�対�●�￥� ●�定�



���　
　
作
手
教
育
課
�

　
　
　
☎
37
‐
２
２
１
１
�

　
風
の
コ
ン
サ
ー
ト
�

　
（
富
安
秀
行
愉
快
な
コ
ン
サ

　
ー
ト
）
�

　
6
月
3
日
（土）
午
後
2
時
�

　
鬼
久
保
ふ
れ
あ
い
広
場
�

　
水
辺
の
森
�

出
　
演
　
富
安
秀
行
と
そ
の
仲
間
�

　
大
人
　
 
 
 

1,
0
0
0
円
�

　
子
ど
も（
小
学
生
以
下
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
5
0
0
円

主
　
催
�

　
つ
く
で
の
森
の
音
楽
祭
実
行

　
委
員
会
・
市
教
育
委
員
会
�

���　
　
地
域
振
興
課
�

　
　
　
☎
32
‐
0
5
1
3
�

水
墨
画
香
墨
会
作
品
展
�

　
水
墨
画
の
愛
好
グ
ル
ー
プ
「
香

墨
会
」
に
よ
る
展
示
で
す
。
鳳

来
寺
山
を
は
じ
め
、
風
景
や
花
・

樹
木
な
ど
の
作
品
が
並
び
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
�

　
6
月
1
日
（木）
〜
30
日
（金）
�

　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
�

※
30
日
は
午
前
中
の
み
展
示
�

　
休
館
日
　
火
曜
日
�

��

����　
　
作
手
教
育
課
�

　
　
　
☎
37
‐
2
2
1
1
�

　
自
然
の
好
き
な
方
な
ら
ど
な

た
で
も
、
親
子
で
参
加
も
楽
し

い
よ
。
�

初
夏
の
遠
足
！
�

　
鬼
久
保
の
湿
原
と
た
め
池
の

　
生
き
物
た
ち
を
探
る
�

　
6
月
4
日
（日）
午
前
9
時
〜
正
午
�

　
作
手
歴
史
民
俗
資
料
館
集
合
�

　
観
察
場
所
　
鬼
久
保
ふ
れ
あ

　
い
広
場
�

　
作
手
自
然
愛
好
会
の
皆
さ
ん
�

����　
　
 

市
民
安
全
対
策
室
�

　
　
　
☎
23
‐
7
6
1
1
�

 
 
 
〒
4
4
1
‐
1
3
9
2
�

　
 
 
（
住
所
不
要
）
�

g

‐anzen@
city.shinshiro.lg.jp

�

　
悲
惨
な
戦
争
が
終
結
し
て
か

ら
60
年
が
経
ち
ま
し
た
。
戦
時

中
や
終
戦
当
時
の
経
験
や
思
い

出
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
後
世
に

伝
え
る
た
め
、
体
験
記
な
ど
を

募
集
し
ま
す
。
�

　
応
募
い
た
だ
い
た
手
記
な
ど
は
、

終
戦
記
念
日
に
展
示
し
、
平
和

の
大
切
さ
を
今
一
度
考
え
て
い

た
だ
く
機
会
と
し
ま
す
。
�

�

�　
な
お
、
匿
名
に
よ
る
応
募
・

展
示
も
可
能
で
す
。
�

　
手
紙
ま
た
は
、
メ
ー
ル
で
ご

応
募
く
だ
さ
い
。
�

　
7
月
20
日
（木）
�

���　
市
民
安
全
対
策
室
�

　
☎
23
‐
7
6
1
1
�

　
市
で
は
、
交
通
安
全
活
動
を

促
進
す
る
た
め
、
交
通
指
導
補

助
員
を
募
集
し
ま
す
。
�

勤
務
時
間
・
勤
務
地
な
ど
�

　
小
中
学
生
の
登
校
時
�

　
午
前
7
時
30
分
〜
9
時
�

　
下
校
時
の
2
時
間
�

　
鳳
来
地
区
、
作
手
地
区
各
1
人
�

　
6
月
20
日
（火）
�

　
普
通
自
動
車
運
転
免
許
取
得

　
後
2
年
以
上
、
市
内
在
住
で

　
20
歳
以
上
55
歳
未
満
の
方
�

��� 
 
設
楽
原
歴
史
資
料
館
�

　
　
☎
22
‐
0
6
7
3
�

　
郷
土
の
歴
史
・
民
俗
・
自
然

な
ど
を
楽
し
く
学
ぶ
郷
土
研
究

会
の
会
員
を
募
集
し
、
月
例
会

を
開
催
し
ま
す
。
�

　
年
会
費
　
2
，
0
0
0
円
�

　
市
民
体
育
館
会
議
室
他
�

�・
8
月
26
日
（土）
午
後
2
時
�

�

　
ま
ち
な
か
博
物
館
�

　
「
竹
細
工
工
房
・
明
神
窯
見
学
」�

牧
野
春
雄
氏
他
�

・
9
月
16
日
（土）
午
後
2
時
�

「
キ
ノ
コ
の
話
」
　
　
　
　
　

加
藤
貞
亨
氏
�

・
10
月
14
日
（土）
午
後
2
時
�

　
「
三
河
国
分
尼
寺
の
話
」
�

土
居
佳
治
氏
�

・
11
月
18
日
（土）
午
後
2
時
�

　
「
鳳
来
寺
山
絵
地
図
に
つ
い
て
」
�

湯
浅
大
司
氏
�

・
12
月
9
日
（土）
午
後
2
時
�

　
「
長
篠
城
址
の
出
土
遺
物
か
ら
」
�

岩
山
欣
司
氏
�

・
平
成
19
年
1
月
20
日
（土）
午
後
2
時
�

　
「
新
城
宮
脇
夏
目
家
と
浄
瑠

　
　
璃
坂
の
仇
討
」
�

　
　
　
　
　
　
　
山
内
祥
二
氏
�

・
平
成
19
年
2
月
10
日
（土）
午
後
2
時
�

　
「
旗
頭
山
の
植
生
他
」
�

石
川
静
雄
氏
�

・
平
成
19
年
3
月
24
日
（土）
午
後
2
時
�

　
「
決
戦
場
周
辺
の
遺
跡
に
つ
い

　
　
て
」
�

渡
辺
敬
一
氏
��

���　
　
設
楽
原
歴
史
資
料
館
�

　
　
　
　
☎
22
‐
0
6
7
3
�

　
郷
土
の
歴
史
・
民
俗
・
自
然

な
ど
を
学
ぶ
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
�

　
50
人
�

　
1
，
0
0
0
円
（
5
回
分
）
�

　
市
民
体
育
館
会
議
室
�

�第
1
回
�

　
5
月
27
日
（土）
午
後
1
時
30
分
�

「
ト
ン
ボ
の
話
」
�水

谷
英
夫
氏
�

第
2
回
�

　
6
月
10
日
（土）
午
後
1
時
30
分
�

「
教
科
書
に
出
て
く
る
長
篠
・

　
設
楽
原
の
戦
い
」
�小林

芳
春
氏
�

第
3
回
�

　
6
月
24
日
（土）
午
後
1
時
30
分
�

「
新
城
の
地
名
考
」
�夏目

利
美
氏
�

第
4
回
�

　
7
月
8
日
（土）
午
前
9
時
�

「
津
具
金
山
他
の
見
学
」
�

設
楽
町
職
員
�

第
5
回
�

　
7
月
15
日
（土）
午
後
1
時
30
分
�

「
大
金
山
の
津
具
金
山
と
武
田

　
信
玄
」
�

横
山
良
哲
氏
�

����　
新
城
総
合
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
�

　
　
☎
23
‐
7
6
6
6
　
�

　
若
干
名
�

　
18
歳
以
上
〜
60
歳
位
�

　
プ
ー
ル
監
視
業
務
お
よ
び
プ

　
ー
ル
清
掃
�

　
6
月
8
日
（木）
�

　
賃
金
　
時
給
780
円
〜
800
円
�

　
ユ
ニ
ホ
ー
ム
（
Ｔ
シ
ャ
ツ
、

　
帽
子
）
を
貸
与
し
ま
す
。
�

第
31
回
ふ
る
さ
と
講
座
�

受
講
生
�

●�￥�●�所�

●�所� ●�内�●�時�●�講�

募
　
集

募
　
集

募
　
集

募
　
集

募
　
集

自
然
観
察
会
�

郷
土
研
究
会
会
員
�

●�問�
■�作�戦

時
中
・
終
戦
時
の
�

体
験
や
思
い
出
�

●�em

交
通
指
導
補
助
員
�

●�問�
●�申�
●�問� ●�〆�●�対� ●�〆�

●�申�
●�問�

●�内�
●�講�

●�時�

●�時�

●�所�●�￥�

●�内�

●�定�

●�講�

●�受�
●�問�

■�本�

広報しんしろ・ほのか　　2006.6

と
く
め
い
�

「
つ
く
で
の
森
の
音
楽
祭
」
�

風
の
コ
ン
サ
ー
ト
�

観
来
館
6
月
の
展
示
�

み
に
こ
ん
か
ん
�

●�所�●�￥� ●�内�●�時� ●�問�
■�作�■�鳳�

●�問�●�時�●�他�

ひ
で
ゆ
き
�

ゆ
か
い
�

こ
う
ぼ
く
�

市
民
い
こ
い
の
プ
ー
ル
�

の
ア
ル
バ
イ
ト
�

●�定�●�対�●�内�●�他�●�〆� ●�問�

�



��　
　
新
城
北
設
楽
広
域
市
町
村

　
　
圏
協
議
会
（
新
城
市
役
所

　
　
企
画
課
内
）
�

　
　
☎
23
‐
７
６
2
0
�

　
　
　
23
‐
７
２
９
６
　
�

　
　
〒
４
４
１
‐
１
３
９
２
　

　
　
（
住
所
不
要
）
　
　
　
　

kikaku@
city.shinshiro.lg

.jp
�

　
会
員
に
な
る
と
「
奥
三
河
の

情
報
誌
」
と
会
員
特
典
つ
き
の
�

「
イ
ベ
ン
ト
ガ
イ
ド
」
を
季
節

ご
と
に
差
し
あ
げ
ま
す
。
�

　
随
時
会
員
登
録
し
て
い
ま
す
。

　
お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。�

　
会
員
に
は
、
会
員
証
を
発
行

　
し
、
申
し
込
み
受
け
付
け
後
、

　
6
月
、
9
月
、
12
月
、
3
月

　
の
情
報
誌
の
郵
送
時
に
同
封

　
し
ま
す
。
�

�����　
　
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー�

　
　
☎
32
‐
0
8
6
4�

木
工
加
工
教
室�

　
6
月
10
日
（土）
〜
11
月
26
日
（日）��

（
毎
月
第
2
土
曜
日
・
第
3
木

　
曜
日
・
第
4
日
曜
日
）
午
前

　
9
時
〜
正
午�

　
小
学
生
以
上
で
木
工
加
工
、

　
日
曜
大
工
に
興
味
の
あ
る
方

　
な
ら
ど
な
た
で
も�

　
市
高
齢
者
生
き
が
い
セ
ン
タ

　
ー
鳳
来
就
業
棟
（
玖
老
勢
山

　
び
こ
の
丘
手
前
）�

　
20
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締

　
め
切
り
ま
す
）�

　
月
額
3,
0
0
0
円
（
材
料
費
別
）�

　
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
木

　
工
班
）
会
員�

　
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
か
ら
小
物
の

　
設
計
、
加
工
製
作
ま
で
指
導�

陶
芸
教
室�

　
6
月
〜
11
月
（
毎
月
第
1
･
第

　
3
月
曜
日
）
午
後
1
時
30
分

　
〜
午
後
3
時
30
分�

　
陶
芸
初
級
ク
ラ
ス
（
市
内
在
住･

　
在
勤
）�

　
市
高
齢
者
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー

　
東
陽
就
業
棟
（
大
野
中
央
集

　
会
所
前
）�

　
20
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締

　
め
切
り
ま
す
）�

　
月
額
3,
0
0
0
円
（
材
料
費
・

　
焼
成
代
込
み
）�

　
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
鳳

　
来
窯
）
会
員�

　
湯
呑
・
花
瓶
・
皿
な
ど
、
土

　
練
り
か
ら
下
絵
つ
け
焼
成
ま

　
で
の
工
程
を
指
導�

　
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
本
所
・
鳳
来
支
所
・
作
手
支

　
所
各
窓
口
の
参
加
申
込
書
に
、

　
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
お

　
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

����　
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
�

　
　
☎
23
‐
5
6
6
6
�

　
　
☎
32
‐
0
8
6
4
�

　
　
☎
37
‐
2
4
8
8
　
�

　
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

が
主
催
の
、
各
種
技
能
・
介
護

講
習
会
を
、
年
間
を
通
じ
て
開

催
し
ま
す
。
市
内
在
住
の
高
齢

者
（
60
〜
65
歳
）
の
方
な
ら
ど

な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
。
�

　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
負
担
）
�

技
能
�

・
襖
、
障
子
、
ア
ミ
戸
張
替
え

　
講
習
会
�

　
　
6
月
下
旬
（
2
日
間
）
募
集
30
人
�

・
刈
払
い
機
な
ど
機
械
器
具
安

　
全
就
業
講
習
会
�

　
　
7
月
中
旬
（
2
日
間
）
募
集
40
人
�

・
洗
車
技
能
講
習
会
�

　
　
8
月
下
旬
（
1
日
）
募
集
35
人
�

・
パ
ソ
コ
ン
（
初
級
）
講
習
会
�

　
　
10
月
中
旬
（
4
日
間
）
募
集
20
人
�

・
剪
定
（
松
、
秋
季
）
講
習
会
�

　
　
10
月
下
旬
（
1
日
）
募
集
30
人
�

・
ペ
ン
キ
塗
装
講
習
会
�

　
　
10
月
下
旬
（
1
日
）
募
集
15
人
�

・
創
作
技
能
（
し
め
縄
）
講
習
会
�

　
　
11
月
上
旬
（
2
日
間
）
募
集
20
人
�

・
果
樹
の
剪
定
講
習
会
�

　
　
12
月
上
旬
（
1
日
）
募
集
40
人
�

・
間
伐
技
能
講
習
会
�

　
　
1
月
下
旬
（
1
日
）
募
集
15
人
�

介
護
�

・
家
事
援
助
①
軽
度
介
護
講
習
会
�

　
　
6
月
中
旬
（
1
日
）
募
集
15
人
�

・
家
事
援
助
②
料
理
講
習
会
�

　
　
6
月
中
旬
（
1
日
）
募
集
15
人
�

・
家
事
援
助
③
料
理
講
習
会
�

　
　
8
月
上
旬
（
1
日
）
募
集
20
人
�

・
育
児
支
援
講
習
会
�

　
　
8
月
下
旬
（
1
日
）
募
集
10
人
�

・
家
事
援
助
④
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー

　
ニ
ン
グ
講
習
会
�

　
　
11
月
下
旬
（
1
日
）
募
集
20
人
�

・
家
事
援
助
⑤
軽
度
介
護
講
習
会
�

　
　
12
月
上
旬
（
1
日
）
募
集
30
人
�

・
家
事
援
助
⑥
料
理
講
習
会
�

　
　
12
月
下
旬
（
1
日
）
募
集
20
人
�

����　
　
　
都
市
計
画
課
�

　
　
　
☎
23
‐
7
6
4
0
�

　
　
　
建
設
課
�

　
　
　
☎
32
‐
1
9
7
7
�

 
 
 
建
設
課
�

　
　
　
☎
37
‐
2
2
1
1
�

　
作
手
地
区
高
里
地
内
の
若
者

定
住
促
進
住
宅
の
草
谷
ハ
イ
ツ

の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。
�

募
集
戸
数
　
1
戸
�

　
応
募
期
間
、
家
賃
な
ど
、
詳

し
い
こ
と
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
�

���　
　
生
涯
学
習
課
�

　
　
☎
23
‐
7
6
5
4
�

　
新
城
総
合
公
園
　
庭
球
場
�

 
6
月
25
日
〜
7
月
30
日
�

　
各
日
曜
日
　
全
5
回
�

（
7
月
9
日
は
除
く
）
�

　
午
前
9
時
〜
正
午
�

　
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
�

（
中
学
生
以
上
）
�

　
4,
0
0
0
円
�

（
講
習
初
日
に
集
金
し
ま
す
）
�

　
6
月
1
日
（木）
�

��

●�時�

●�所�●�所� ●�時�●�対� ●�￥�●�内�

●�em●�〆�●�他�

●�講�

●�問�●�￥�

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
�

タ
ー
が
行
う
各
種
教
室
�

受
講
者
�

●�定�●�￥�●�内�●�申� ●�講� ●�定�

シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
�

ラ
ム
事
業
�

テ
ニ
ス
教
室
�

市
営
若
者
定
住
促
進
住
�

宅
の
入
居
者
�

■�本�■�鳳�■�作�

■�本�■�作�
●�申�

■�鳳�

●�問�

●�問�
■�本�

広報しんしろ・ほのか　　2006.6

●�問�

■�鳳�

●�対� ●�所�●�時�●�￥�●�受�

ゆ
の
み
�

か
び
ん
�

ふ
す
ま
�

せ
ん
て
い
�

奥
三
河
ふ
る
さ
と
会
員
�

●�申�
●�問�●�対�

●�問�ハローワーク新城�
　　新城公共職業安定所�
　　☎22‐1160

外国人労働者の適正な雇用・労働

条件の確保と不法就労の防止にご

理解とご協力をお願いします。�



����　
　
児
童
課
�

　
　
☎
23
‐
7
6
2
2
�

 
 
市
民
福
祉
課
�

　
　
☎
32
‐
1
9
8
2
�

　
　
市
民
福
祉
課
�

　
　
☎
37
‐
2
2
1
1
�

　
児
童
手
当
（
2
〜
5
月
分
）

を
6
月
5
日
（月）
に
振
り
込
み
ま

す
の
で
、
受
給
者
の
方
は
金
融

機
関
で
記
帳
し
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。
�

※
出
産
、
転
居
、
転
職
な
ど
の
際

　
は
児
童
課
ま
た
は
各
総
合
支

　
所
市
民
福
祉
課
へ
届
出
を
し

　
て
く
だ
さ
い
。
�

児
童
手
当
の
現
況
届
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
�

　
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方

に
は
、
毎
年
6
月
に
現
況
届
を

提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
用

紙
は
5
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す

の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、

児
童
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
市

民
福
祉
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
�

※
こ
の
届
出
を
し
な
い
と
、
6

　
月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら

　
れ
な
く
な
り
ま
す
。
�

受
付
期
間
�

　
6
月
１
日
（木）
〜
30
日
（金）
�

�

 
�

����　
東
三
河
県
税
事
務
所
課
税
第

　
二
課
（
自
動
車
税
グ
ル
ー
プ
）
�

　
　
☎
０
５
３
２
‐
54
‐
５
１
１
１
�

　
　
　
　
　
　
　

内
線
２
７
３
�

　
自
動
車
税
は
、
自
動
車
を
所

有
し
て
い
る
人
に
か
か
る
税
金

で
す
。
4
月
1
日
現
在
、
自
動

車
を
所
有
し
て
い
る
方
に
、
5

月
上
旬
に
納
税
通
知
書
を
お
送

り
し
ま
す
の
で
、
納
期
限
ま
で

に
最
寄
り
の
金
融
機
関
な
ど
で

納
め
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
新

た
に
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ

を
利
用
し
て
納
め
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
　

　
自
動
車
税
に
は
便
利
で
安
全

な
口
座
振
替
の
制
度
も
あ
り
ま
す
。
�

手
続
き
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

預
（
貯
）
金
口
座
に
ご
使
用
の

印
鑑
を
お
持
ち
の
う
え
、
取
引

を
さ
れ
て
い
る
金
融
機
関
お
よ

び
郵
便
局
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
東
三
河
県
税
事
務
所
、

東
三
河
県
税
事
務
所
新
城
駐
在

室
で
は
、
5
月
28
日
（日）
に
休
日

窓
口
を
開
設
し
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
�

�

���　
税
務
課
�

　
　
☎
23
‐
7
6
1
5
�

　
平
成
18
年
1
月
以
降
に
建
物
（
車

庫
や
物
置
な
ど
を
含
み
ま
す
）

の
新
築
・
増
築
ま
た
は
取
り
壊

し
を
さ
れ
た
方
は
、
税
務
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ご
都
合

を
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
家

屋
評
価
に
伺
い
ま
す
。
�

　
家
屋
評
価
は
、
固
定
資
産
税

の
基
礎
と
な
る
重
要
な
も
の
で
す
。
�

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
�

 
�

����　
東
三
河
地
域
拠
点
都
市
地
域

　
整
備
推
進
協
議
会
事
務
局
�

（
豊
橋
市
役
所
企
画
課
内
）
　
�

　
　
☎
０
５
３
２
‐
51
‐
2
1
8
2

　
「
ほ
の
国
（
東
三
河
）
」
の

自
然
、
歴
史
、
文
化
、
民
俗
資
料
、

生
活
情
報
を
新
し
い
視
点
で
掘

り
起
こ
し
た
魅
力
満
載
の
「
ほ

の
国
通
信
」
を
、
創
刊
号
か
ら

第
18
号
ま
で
集
約
し
た
総
集
編

を
発
行
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
お
買

い
求
め
く
だ
さ
い
。
�

　
2,
０
０
０
円
�

販
売
場
所
�

　
新
城
市
役
所
企
画
課
�

��　
新
城
警
察
署
�

　
☎
22
‐
0
1
1
0
�

　
暴
走
を
「
し
な
い
」「
さ
せ
な
い
」
�

　
　
　

「
見
に
行
か
な
い
」
�

〜
暴
走
族
　
な
く
し
て
�

　
住
み
よ
い
　
ま
ち
づ
く
り
〜
�

　
暴
走
族
は
、
集
団
で
暴
走
す

る
ば
か
り
で
な
く
、
遊
ぶ
金
ほ

し
さ
か
ら
ひ
っ
た
く
り
や
恐
喝
、

さ
ら
に
は
暴
走
に
使
う
オ
ー
ト

バ
イ
を
盗
ん
だ
り
、
仲
間
同
士

の
リ
ン
チ
事
件
や
対
立
抗
争
事

件
を
起
こ
す
な
ど
、
悪
質
な
非

行
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
�

　
警
察
で
は
、
日
々
取
り
締
ま

り
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
暴
走

族
を
ま
ち
か
ら
追
放
す
る
た
め

に
は
、
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要

不
可
欠
で
す
。
�

　
保
護
者
の
皆
さ
ん
は
、
�

○
お
子
さ
ん
を
暴
走
族
に
加
入

　
さ
せ
な
い
。
加
入
し
て
い
る

　
の
を
知
っ
た
時
は
脱
退
さ
せ
る
。
�

○
暴
走
行
為
に
使
用
す
る
オ
ー

　
ト
バ
イ
を
買
わ
な
い
、
改
造

　
さ
せ
な
い
。
�

○
暴
走
行
為
を
見
に
行
か
せ
な
い
。
�

　
自
動
車
な
ど
の
販
売
業
者
、

部
品
販
売
業
者
、
修
理
業
者
の

皆
さ
ん
は
、
�

○
外
観
上
あ
き
ら
か
に
暴
走
行

　
為
な
ど
に
使
う
恐
れ
の
あ
る

　
車
や
部
品
を
売
ら
な
い
、
改

　
造
し
な
い
。
�

　
燃
料
販
売
者
の
皆
さ
ん
は
、

○
暴
走
族
に
ガ
ソ
リ
ン
を
売
ら

　
な
い
。
�

　
刺
し
ゅ
う
、
印
刷
業
者
の
皆

さ
ん
は
、
�

○
暴
走
族
や
暴
走
行
為
に
関
す

　
る
文
字
、
図
形
、
模
様
を
刺

　
し
ゅ
う
、
印
刷
し
な
い
。
�

な
ど
、
皆
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
で
き
る
こ
と
を
行
動

に
移
し
て
、
社
会
か
ら
暴
走
族

を
追
放
し
ま
し
ょ
う
。
�

���　
県
新
城
設
楽
事
務
所
�

 
☎
23
‐
2
1
1
1
�

　
職
場
で
の
悩
み
や
困
り
ご
と

な
ど
、
労
働
問
題
に
対
処
す
る

た
め
、
労
働
相
談
窓
口
を
開
設

し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
�

　
解
雇
、
賃
金
、
就
業
時
間
な

　
ど
あ
ら
ゆ
る
労
働
問
題
�

相
談
方
法
�

　
来
所
ま
た
は
電
話
�

（
専
用
☎
23
‐
6
1
0
4
）
�

相
談
時
間
�

　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
30
分
�

�

そ
の
他

そ
の
他

そ
の
他

５
月
31
日
（水）
は
自
動
車
�

税
の
納
期
限
で
す
�

家
屋
の
新
増
築
、
取
り
�

壊
し
を
さ
れ
た
方
へ
�

『
ほ
の
く
に
通
信
（
1
9
9
6-

�

2
0
0
5
総
集
編
）
足
か
け
十
年
』
�

の
発
行
�

新
城
警
察
署
だ
よ
り
�

労
働
相
談
窓
口
�

●�問�

●�問�●�問�

●�問�

●�￥�

●�問�●�内�
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手
　
当

手
　
当

手
　
当

手
　
当

手
　
当

児
童
手
当
の
振
込
み
�

●�問�
■�本�■�作� ■�鳳�



国
民
健
康
保
険
 
保
健
事
業
 

�����　
　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー
�

　
　
☎
23
‐
8
5
5
1
�

　
　
鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー
�

　
　
☎
32
‐
2
8
1
1
�

　
　
作
手
保
健
セ
ン
タ
ー
�

　
　
☎
37
‐
2
8
3
9
�

������医
療
機
関
で
行
う
が
ん
検
診
�

　
6
月
1
日
（木）
〜
12
月
22
日
（金）
�

　
胃
が
ん
検
診
・
40
歳
以
上
�

　
子
宮
が
ん
検
診
・
20
歳
以
上
　

　
各
1,
0
0
0
円
�

実
施
医
療
機
関
�

・
胃
が
ん
検
診
　
�

　
新
城
地
区
�

　
　
今
泉
病
院
・
高
木
内
科
医
院
・

　
　
ち
さ
と
医
院
・
茶
臼
山
厚

　
　
生
病
院
・
富
岡
診
療
所
・

　
　
永
田
内
科
・
西
新
町
内
科

　
　
整
形
外
科
外
科
医
院
・
村

　
　
松
内
科
�

　
鳳
来
地
区
�

　
　
静
厳
堂
医
院
・
な
が
し
の

　
　
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
星
野
病
院
・

　
　
宮
本
病
院
�

　
作
手
地
区
�

　
　
作
手
診
療
所
�

・
子
宮
が
ん
検
診
�

　
新
城
地
区
�

　
　
茶
臼
山
厚
生
病
院
�

　
鳳
来
地
区
�

　
　
荻
野
医
院
�

※
直
接
各
医
療
機
関
へ
申
し
込
み

　
を
お
願
い
し
ま
す
。
�

�「
歯
の
健
康
セ
ン
タ
ー
」の
開
催
�

　
6
月
4
日
（日）
�

　
午
前
10
時
〜
11
時
45
分
�

　
新
城
・
鳳
来
・
作
手
�

　
各
保
健
セ
ン
タ
ー
�

　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー
�

　
鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー
�

　
　
4
歳
以
下
の
乳
幼
児
�

　
作
手
保
健
セ
ン
タ
ー
�

　
　
就
学
前
ま
で
の
乳
幼
児
�

　
歯
科
保
健
指
導
・
歯
科
健
康
診

　
査
・
歯
科
相
談
・
フ
ッ
素
塗
布
�

　
母
子
健
康
手
帳
�

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
来

　
る
前
に
は
歯
み
が
き
を
し
て

　
き
ま
し
ょ
う
。
�

※
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
口

　
臭
測
定
検
査
・
歯
周
病
検
査
」

　
も
行
い
ま
す
。
�

　
15
人
（
要
予
約
）
�

　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー
�

�妊
産
婦
・一
般
歯
科
健
康
診
査

（
要
申
込
）�

　
　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー
�

　
　
☎
23
‐
8
5
5
1
�

　
妊
産
婦
、
一
般
（
成
人
）
の
方
�

　
6
月
21
日
（水）
�

　
午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分
�

　
歯
科
健
康
診
査
�

　
母
子
健
康
手
帳（
妊
産
婦
の
方
）・

　
健
康
手
帳
　
�

　
無
料
�

�乳
が
ん
検
診
・
骨
粗
し
ょ
う
症

検
診（
要
申
込
）�

　
　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー
�

　
　
☎
23
‐
8
5
5
1
�

　
６
月
14
日
（水）
�

　
午
前
9
時
〜
午
後
2
時
�

　
乳
が
ん
検
診
（
乳
房
の
レ
ン

　
ト
ゲ
ン
検
査
と
医
師
の
視
触
診
）・

　
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
�

　
（
か
か
と
で
の
骨
密
度
測
定
）

　
1,
3
０
０
円
�

※
片
方
の
み
の
受
診
は
ご
遠
慮

　
く
だ
さ
い
。
�

�乳
が
ん
検
診（
要
申
込
）�

　
　
鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー
�

　
　
☎
32
‐
2
8
1
1
�

　
7
月
2
日
（日）
�

　
1,
0
0
0
円
�

�子
宮
が
ん
検
診（
要
申
込
）�

　
　
鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー
�

　
　
☎
32
‐
2
8
1
1
�

　
7
月
2
日
（日）
�

　
600
円
�

�骨
粗
し
ょ
う
症
検
診（
要
申
込
）�

　
　
鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー
�

　
　
☎
32
‐
2
8
1
1
�

　
7
月
2
日
（日）
�

　
300
円
�

※
申
し
込
み
は
、
各
会
場
の
保
 

　
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
願
い
し
ま
す
。�

��機
能
訓
練
教
室（
要
申
込
）�

　
　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー
�

　
　
☎
23
‐
8
5
5
1
�

　
脳
血
管
疾
患
な
ど
の
方
�

　
6
月
22
日
（木）
�

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分
�

　
リ
ハ
ビ
リ
体
操
　
訓
練
・
血

　
圧
測
定
・
健
康
相
談
な
ど
�

�か
み
か
み
離
乳
食
教
室（
要
申
込
）�

　
　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー
�

　
　
☎
23
‐
8
5
5
1
�

　
平
成
17
年
8
月
か
ら
11
月
生

　
ま
れ
の
乳
児
と
そ
の
保
護
者
�

　
6
月
23
日
（金）
�

　
午
前
9
時
50
分
〜
11
時
45
分
�

　
母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ
ロ
ン
、

　
よ
だ
れ
か
け
、
タ
オ
ル
、
お
茶
、

　
筆
記
用
具
�

����人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
者
を
募

集
し
ま
す
�

　
　
　
保
険
医
療
課
�

　
　
　
☎
23
‐
7
6
2
5
�

　
　
〒
４
４
１
‐
１
３
９
２
　

　
　（
住
所
不
要
）�

�　
市
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

　
で
、
17
年
度
の
国
保
税
を
完
納

　
さ
れ
た
世
帯
で
20
歳
以
上
の
方
�

実
施
医
療
機
関
�

 
①
新
城
市
民
病
院
　
�

 
②
作
手
診
療
所
�

 
③
東
三
河
農
村
健
診
セ
ン
タ
ー

　
（
豊
川
市
）
 
 
 
 
 
 
 
 
�

　
①
160
人
　
②
150
人
　
③
110
人
 
�

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と

　
し
、
結
果
を
全
員
に
通
知
し
ま
す
。
�

負
担
金
�

　
①
9
，4
5
0
円
　
②
5
，8

　
5
0
円
　
③
8
，4
0
0
円
�

受
付
期
間
�

　
6
月
1
日
（木）
〜
6
月
9
日
（金）
�

申
し
込
み
�

・
は
が
き
ま
た
は
E
メ
ー
ル
�

　
受
診
希
望
者
の
被
保
険
者
番
号
、

　
受
診
希
望
医
療
機
関
、
住
所
、

　
氏
名
、
生
年
月
日
、
連
絡
先

　
の
電
話
番
号
を
記
載
し
て
郵

　
送
し
て
く
だ
さ
い
。
�

　
は
が
き
は
、
受
付
期
間
内
の

　
消
印
、
E
メ
ー
ル
は
受
付
期

　
間
内
に
到
着
を
有
効
と
し
ま
す
。�

・
保
険
医
療
課
窓
口
・
各
総
合

　
支
所
市
民
福
祉
課
窓
口
（
土
、

　
日
曜
日
を
除
く
午
前
8
時
30

　
分
〜
午
後
5�
時�
15�
分
）
�

受
診
方
法
�

・
決
定
者
に
は
、
あ
ら
か
じ
め

　
受
診
承
諾
書
と
問
診
票
な
ど

　
を
郵
送
し
ま
す
。
�

・
受
診
者
は
、
平
成
19
年
2
月

　
28
日
ま
で
に
そ
れ
ぞ
れ
の
実

　
施
医
療
機
関
に
予
約
を
し
て

　
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
�

・
負
担
金
は
、
受
診
時
に
実
施

　
医
療
機
関
に
お
支
払
い
く
だ

　
さ
い
。
�

●�時�●�持�

●�時�

●�対�●�対�●�対�

●�対�●�￥�
●�受�
●�問�

●�受�
●�問�

●�受�
●�問�

基
本
健
康
診
査
は
、
27
ペ

ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
�

●�￥�●�時�

●�時�●�所�●�対�●�内�●�持�●�定�●�申�

●�内�●�￥�

●�時�●�内�

●�対�●�時�●�￥�●�時�●�￥�●�時�

●�時�

●�内�●�持�

●�emkokuhonenkin@
city.shinshiro.lg.jp
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●�所�
●�申�

●�所�
●�申�

●�所�
●�申�

●�所�
●�申�

●�所�
●�申�

●�所�
●�申�

●�所�
●�申�

●�申�
●�問�

■�本�

●�定�

●�￥�



休　日　診　療　所�

　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー
�

　
☎
23
‐
8
5
5
1
�

実
施
期
間
�

　
６
月
１
日
（木）
〜
10
月
31
日
（火）
�

実
施
場
所
�

　
市
内
医
療
機
関
（
市
民
病
院

　
を
除
く
）
�

　
事
業
所
な
ど
で
健
康
診
査
を

　
受
け
る
機
会
の
な
い
、
40
歳

　
以
上
の
方
（
入
院
中
の
方
は

　
除
く
）
�

　
１
，０
０
０
円
（
受
診
し
た
医

　
療
機
関
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

　
70
歳
以
上
は
無
料
）
た
だ
し
、
�

　
生
活
保
護
世
帯
の
方
と
市
民

　
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、
負

　
担
金
免
除
の
該
当
者
と
な
り

　
ま
す
。
該
当
の
方
は
、
受
診
前

　
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
�

　
基
本
健
康
診
査
問
診
票
・
保

　
険
証
（
医
療
受
給
者
証
）
問

　
診
票
は
５
月
下
旬
に
お
送
り

　
し
ま
す
が
、
健
康
診
査
を
ご

　
希
望
で
届
か
な
い
方
は
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
�

肝
炎
検
査
　
�

　
対
象
者
の
方
に
は
肝
炎
検
査

　
問
診
票
を
送
付
し
ま
す
。
�

��������������������������� ���　
43
年
の
歴
史
を
持
つ
博
物
館

で
、
国
指
定
名
勝
天
然
記
念
物

「
鳳
来
寺
山
」
の
懐
、
表
参
道

沿
い
に
あ
り
ま
す
。
�

　
日
本
初
の
二
重
展
示
方
式
を

取
り
入
れ
、
鳳
来
寺
山
を
中
心

に
、
こ
の
地
方
の
地
質
、
植
物
、

動
物
な
ど
の
自
然
を
、
一
般
観

光
向
け
と
分
類
的
展
示
に
分
け

て
、
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
て

い
ま
す
。
�

　
市
の
真
ん
中
を
つ
ら
ぬ
く
大

断
層
の
中
央
構
造
線
、1
7
0
0

万
年
前
の
化
石
、1
5
0
0
万
年

前
の
設
楽
火
山
岩
類
と
鉱
物
な

ど
の
地
学
展
示
。
豊
か
な
植
生

を
示
す
植
物
や
き
の
こ
。
そ
し

て
、
そ
こ
に
生
息
す
る
多
様
な

動
物
。
仏
法
僧
と
し
て
有
名
な

県
の
鳥
「
コ
ノ
ハ
ズ
ク
」
な
ど
、

郷
土
の
自
然
を
幅
広
く
展
示
し

て
い
ま
す
。
�

�

�　
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館
�

　
☎
35
‐
1
0
0
1
�

所
在
地
�

　
門
谷
字
森
脇
6
�

入
館
料
　
一
般
210
円
、
小
中
学

　
生
100
円
�

開
館
時
間
�

　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
�

休
館
日
　
�

　
毎
週
火
曜
日
（
火
曜
日
が
祝

　
日
の
時
は
翌
日
・
夏
休
み
と

　
11
月
は
無
休
）
�

③
�

　
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館
�

●�問�

●�対�

●�持�

●�￥�
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ふ
と
こ
ろ
�

●�問�

東
新
町
、
弁
天
、
片
山
、
徳
定
、
山
、
臼
子
、
今
出
平
、
諏
訪
、
上
市

場
東
・
西
住
宅
、
平
井
、
上
平
井
、
市
川
、
吉
川
、
小
畑
、
中
宇
利
、

八
名
井
、
東
水
野
、
内
金
上
、
内
金
下
、
杉
下
、
橋
平
、
浅
畑
、
湯
谷
、

柿
平
、
一
色
、
只
持
、
源
氏
、
海
老
丁
塚
、
阿
寺
大
沢
、
大
田
輪
、
川

上
、
山
吉
田
山
中
、
中
平
、
小
阿
寺
、
多
利
野
、
大
平
、
蔵
平
、
大
野

5
番
組
、
大
野
6
番
組
、
七
郷
一
色
、
コ
シ
�

未
受
診
者
（
予
備
月
）
�

的
場
、
稲
木
、
豊
島
、
川
田
、
川
田
原
、
有
海
、
竹
広
、
一
鍬
田
、
本

郷
、
副
川
、
恩
原
、
海
老
中
町
、
海
老
山
中
、
海
老
須
山
、
柿
本
、
五

反
田
、
名
越
、
浅
井
平
、
中
貝
津
、
富
保
、
寺
林
、
槙
原
、
ド
ウ
デ
イ
、

布
里
、
海
老
千
原
田
、
海
老
下
町
、
紺
東
、
紺
西
、
大
野
３
番
組
、
大

野
４
番
組
、
名
号
、
作
手
�

中
町
、
栄
町
、
橋
向
、
野
田
、
中
市
場
、
大
野
田
、
浅
谷
、
出
沢
、
横

川
、
大
海
、
八
束
穂
、
鳥
原
、
富
岡
西
部
、
黒
田
、
庭
野
、
長
篠
西
、

引
地
、
玖
老
勢
、
海
老
入
洞
、
海
老
川
売
、
上
新
戸
、
中
新
戸
、
下
新

戸
、
定
国
、
栗
衣
、
大
野
1
番
組
、
大
野
２
番
組
、
竹
ノ
輪
、
四
谷
、

本
久
、
池
場
、
秋
葉
巣
山
、
川
合
西
�

西
新
町
、
本
町
、
入
船
、
杉
山
、
石
田
、
矢
部
、
富
沢
、
富
永
、
大
宮
、

牛
倉
、
須
長
、
川
路
、
緑
が
丘
、
塩
沢
、
富
岡
東
部
、
富
岡
中
部
、
芳
ヶ

入
、
大
峠
、
門
谷
、
塩
瀬
、
連
合
、
高
野
、
松
沢
、
矢
田
、
小
川
、
井

代
、
睦
平
、
赤
沢
、
下
平
、
東
矢
田
、
島
田
、
大
輪
、
湯
島
、
海
老
副

川
、
黄
柳
野
、
能
登
瀬
、
細
川
、
内
貝
津
、
大
野
7
番
組
、
大
野
8
番
組
�

居
　
　
　
住
　
　
　
地
　
　
　
区
　
　
　
名
�

月�678910

地区別受診日程表 � 基
本
健
康
診
査
を
受
け
て
生
活
習
慣
を
振
り
返
り
ま
し
ょ
う
�

診療時間�
　　医科（午前9時30分～午後4時30分）�
　　歯科（午前9時～正午）�
開 設 日 �
�
�
�

開設場所�
　　新城市矢部字上ノ川1番地8�
　　新城休日診療所　☎23‐3665�
　診療は医科・歯科ともに外来のみです�
　利用されるときは、必ず「健康保険証」
などをご持参ください�

医科・歯科とも開設しています�

夜間緊急医輪番表は2ページをご覧ください�

6月 4日（日）・11日（日）�
　 18日（日）・25日（日）�
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新城消防団�
ささ だ 　よしひろ�

笹田　佳宏　団長（栄町）�

　消防団は地域の安全安心を守るため、日ごろ職�
場や家庭のご理解をいただき感謝しています。我�　　　　　　　　　　いちがん�
々は有事の際には団員一丸となって市民の生命、�
身体、財産を守るため任務を遂行いたします。�
　地域の安全安心が我々の願いです。火災のない�
まちづくりにご協力をお願いします。�

鳳来消防団�
　は　せ　がわ　ひろ　し�

長谷川　浩史　団長（長篠西）�

　わたしたち消防団の最も力を入れている�
活動は、火事を出さない、出させない「予�
防消防」です。防火パトロール、防�
火指導、地域行事の際の警備な�
ど、地域に密着した活動を�
行ってまいります。市�
民のみなさん、ご協�
力をよろしくお願い�
します。�

作手消防団�
　さ そう　たつとし　　　　　　　　

と　づ　ろ
�

佐宗　龍俊　団長（戸津呂）�

情
報
情
報
の
�

　
　
　
　
も
り
も
り
�

情
報
の
�

　
　
も
り
�

このコーナーに登場するお子さんを募集します�
詳細は秘書広報課　123─7623　まで�

「お弁当持って総合公園に遊びに�
　来ました。�
　遊んだあとのご飯はおいしいよ」�

父・古瀬和也さん　母・理代さん（新城・川路）�
まさ よ�

平成15年12月28日生まれ�彩夏ちゃん�

さ や か �

Terça-feira da 2a. e 4a. Semana
毎月　第２･４火曜日�

Das 13 às 17 hs
１３：００～１７：００�
Local: Shinshiro City Hall

Shinshiro International Exchange Association (SIEA)
新城市国際交流協会�

ATENDIMENTO
EM PORTUGUÊS

　がいこくじんそうだん（ポルトガル語）�

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
募
集�

　
青
木
　光
子
　
1
２３
│

２
８
８
７�

　
黒
田
　早
苗
　
1
２３
│

６
１
７
１�

　
〜
自
己
開
発
・
人
と
の
交
わ
り�

・
自
然
と
共
に
〜
の
三
本
の
柱
を�

指
針
と
し
て
、
キ
ャ
ン
プ
を
中
心�

と
し
た
野
外
活
動
や
各
種
奉
仕
活�

動
を
し
ま
す
。�

　
小
学
1
年
生
以
上
の
女
子�

　（
成
人
の
方
の
募
集
も
し
ま
す
）�

「
災
害
時
の
非
常
食
作
り
に�

　
　
　
　
　
　
挑
戦
し
よ
う
！
」�

　
6
月
18
日
（日）�

　
午
前
10
時
〜
正
午�

　
山
び
こ
の
丘�

　
小
中
学
生�

　
6
月
10
日
（土）�

　（
保
険
加
入
の
た
め
期
限
厳
守
）�

問�対�時�所�対�〆�

市長室で辞令を受ける３団長�
（左から鳳来・長谷川団長、新城・笹田団長、作手・佐宗団長）�

安全･安心を�
　　お届けします�
安全･安心を�
　　お届けします�

　新市に合併したとはいえ、現状では�
消防署および消防団の地域格差は以前�
　のまま変わっていません。作手消防�
　　団は今までどおり高い消防レベル�
　　　を維持していく所存です。今後�
　　　　は新城市全域が、安心して生�
　　　　活できる消防体制を実現する�
　　　　ために、微力ながら力を尽く�
　　　　していきたいと思いますので、�
　　　　よろしくお願いいたします。�
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図
書
館
活
動
か
ら�

人
づ
く
り
・�

　
地
域
づ
く
り
へ�

　
　
和
59
年
、
旧
作
手
村
内
の
小
さ
な
子�

　
　
ど
も
を
抱
え
る
母
親
が
集
う
場
と
し

て
、
親
子
で
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
行
う

サ
ー
ク
ル
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
活
動
を

進
め
る
う
ち
に
、
子
ど
も
が
自
分
の
好
き

な
本
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
拠
点
の
必

要
性
を
実
感
。
そ
し
て
平
成
7
年
、
利
用

の
少
な
か
っ
た
開
発
セ
ン�

タ
ー
の
図
書
室
を
活
用
す�

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。�

　
　
政
と
協
力
し
、
室
内

　
　
を
明
る
い
内
装
に
変

え
、
本
棚
を
増
設
。
本
の

整
理
や
図
書
室
利
用
・
新

着
本
の
宣
伝
活
動
を
行
う

こ
と
で
利
用
者
も
増
加
し

ま
し
た
。
活
動
も
、
主
婦

だ
け
で
は
な
く
、
男
性
や

行
政
職
員
、
小
中
学
生
へ

と
広
が
る
中
で
迎
え
た
市

町
村
合
併
│
。「
こ
れ
か�

ら
は
、
新
・
新
城
市
と
い
う
広
い
地
域
で

自
分
た
ち
の
活
動
を
位
置
づ
け
る
必
要
が

あ
る
。
市
図
書
館
や
他
の
地
域
活
動
団
体

と
の
連
携
を
考
え
て
い
き
た
い
」
と
代
表

の
加
藤
さ
ん
。�
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
る
く
さ�
　
　
書
館
は
一
見
、
古
臭
い
情
報
の
提
供

　
　
の
場
。
し
か
し
、
地
域
の
世
代
や
立

場
を
超
え
た
交
流
の
場
と
し
て
、
さ
ら
に

は
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
産
業
支
援
・

地
域
づ
く
り
支
援
活
動
の
拠
点
と
し
て
、

〝
山
間
地
の
図
書
館
〞
へ
の
期
待
は
膨
ら

ん
で
い
き
ま
す
。�

　
春
の
彼
岸
に
、
秋
葉
さ
ま
の
お
祭
り
と

し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
「
秋
葉
社
」
の
社

殿
が
古
く
な
り
取
り
壊
さ
れ
そ
の
跡
地
に
、

新
し
い
「
秋
葉
社
」
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。�

　
只
持
区
共
有
林
の
杉
・
ヒ
ノ
キ
の
伐
採

か
ら
搬
出
は
区
民
総
出
で
、
設
計
・
施
工

は
地
元
大
工
さ
ん
が
受
け
持
ち
、
彫
刻
か

ら
外
構
工
事
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
地
区�

民
が
関
わ
り
、
文
字
ど
お
り
地
区

民
の
知
恵
・
技
・
汗
の
結
晶
「
秋

葉
社
」
が
完
成
し
、
3
月
26
日
（日）

竣
工
の
祝
い
を
兼
ね
て
春
の
お
祭

り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
　
　
　ぶ�

　
銅
版
葺
き
白
木
づ
く
り
の
社
殿

が
、
地
区
民
の
安
全
・
安
心
な
生

活
を
、
静
か
に
末
永
く
見
守
っ
て

く
だ
さ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。�

�

　
「
秋
葉
社
」
は
1
6
0
7
年
の�

　
　
　
む
な
ふ
だ�

再
興
の
棟
礼
が
あ
り
ま
し
た
が
、�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
つ�

そ
れ
以
前
か
ら
観
音
堂
と
し
て
祀

ら
れ
て
き
ま
し
た
。�

　
大
正
時
代
に
民
家
家
屋
火
災
が�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ょ
う
せ
い�

あ
り
、
そ
れ
以
来
秋
葉
様
を
招
請

し
て
お
祀
り
を
し
て
き
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
戦
後
復
員
兵
士
が
、
剣

道
・
相
撲
を
奉
納
し
て
祭
り
を
再

興
し
ま
し
た
。�

　
昭
和
20
年
代
か
ら
30
年
代
に
は
、
歌
舞

伎
の
奉
納
な
ど
地
区
の
人
々
の
心
を
楽
し

ま
せ
た
り
、
な
ぐ
さ
め
た
り
す
る
「
秋
葉

社
」
で
も
あ
り
ま
し
た
。�

�

鳳
来
・
只
持
区
長
　
　�

　
は
る
た
か

　　
　�

加
藤
　
温
山
　さ
ん�

あめんぼ読書会�

昭�行�

図�

代 表 者　加藤公子（会員10人）�
活動内容　①作手開発センター図書室および小規模図�
　　　　　　書施設「街角図書館」（作手地区内5ヵ所）�
　　　　　　の運営�
　　　　　②「読み聞かせ」活動�
設　　立　昭和59年4月�
連 絡 先　電話38－1655（加藤宅）�
�
�

地
区
民
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
　
　�

　
　
　
「
秋
葉
社
」
の
建
て
替
え�

しんしろ市民活動サポートセンター運営委員会�
http://shinshirosimin.hamazo.tv/

市民の�
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火
災
は
、
気
の
緩
み
や
不

注
意
か
ら
発
生
し
、
大
切
な

財
産
や
生
命
を
奪
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
火
災
を
防
ぐ
に

は
、
日
ご
ろ
か
ら
火
災
が
発

生
し
な
い
、
ま
た
は
発
生
さ

せ
な
い
環
境
づ
く
り
を
進
め

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、

万
が
一
火
災
が
発
生
し
て
も
、

被
害
が
少
な
く
て
す
む
よ
う
、

日
ご
ろ
か
ら
各
種
訓
練
に
積

極
的
に
参
加
し
、
行
動
力
を

身
に
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。�

　
市
で
は
、
平
成
18
年
に
入
っ

て
か
ら
、
す
で
に
4
件
の
住
宅

火
災
が
発
生
し
、
3
人
が
負
傷

し
て
い
ま
す
。
発
生
件
数
は
例

年
よ
り
多
く
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
、
お
気
を
つ
け
く

だ
さ
い
。�

　
で
は
、
火
災
の
発
生
を
防
ぐ

に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し

ょ
う
か
。
一
緒
に
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。�
��

�

「
放
火
」
を
防
ぐ�

�

　
近
隣
や
共
同
住
宅
の
居
住
者
の

連
帯
意
識
を
高
め
、
不
審
者
や
不

審
物
な
ど
に
よ
る
放
火
へ
の
警
戒

心
を
高
め
る
。�

・
物
置
や
車
庫
に
も
、
外
出
時
に

施
錠
を
す
る�

・
建
物
外
周
部
や
共
同
住
宅
の
共

用
部
分
の
整
理
整
頓
に
努
め
、

可
燃
物
な
ど
を
放
置
し
な
い�

�

「
た
ば
こ
」に
よ
る
火
災
を
防
ぐ�

�

・
寝
タ
バ
コ
を
絶
対
し
な
い
、
さ

せ
な
い�

・
お
年
寄
り
な
ど
が
喫
煙
す
る
と

き
は
、
家
族
な
ど
が
付
き
添
う�

・
歩
行
中
、
作
業
中
の
く
わ
え
タ
バ

コ
は
し
な
い�

�

「
コ
ン
ロ
」に
よ
る
火
災
を
防
ぐ�

�

・
使
用
中
は
そ
の
場
を
離
れ
な
い�

　
離
れ
る
場
合
は
必
ず
消
す�

・
コ
ン
ロ
と
壁
が
接
近
し
て
い
た
た

め
、
ス
テ
ン
レ
ス
を
通
し
て
内
部

が
長
時
間
に
わ
た
り
熱
せ
ら
れ
、

出
火
し
た
例
も
あ
り
ま
す
。
下
地

材
も
断
熱
効
果
の
あ
る
不
燃
材
を

使
用
す
る�

・
コ
ン
ロ
の
点
検
、
手
入
れ
を
き
ち

ん
と
す
る�

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
や
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
積
極

的
に
設
置
し
、
万
が
一
に
備
え
ま
し

ょ
う
。�

普通救命講習会の開催�

　「目の前で人が倒れた」�
　あなたは、どうしますか？�　　　　　　　　けいれん�
　急な心臓停止や痙攣が始まって、 3分�
たつと50パーセント以上もの確率で人が�
死にいたります。�
　何もしなければ絶対に助かりません。�
　このような時のために、あわてて何も�
できずに後悔するよりも、命を救う技術�
を学びませんか。�
　あなたの勇気が大切な「命」を救いま�
す。��
◯開催日時　�
　 6月11日（日）�
　　午前 9時～正午（ 3時間）�
◯開催場所　�
　市消防署鳳来分署�
◯講習内容　�
　ＡＥＤを用いた心肺蘇生法�
　（人工呼吸・心臓マッサージ・ＡＥＤ�
　　取り扱い）�
　大出血時の止血法�
◯募集定員　�
　20人まで�
◯問い合わせ　�
　市消防署鳳来分署　　132─2888��
　※定員になり次第締め切ります�
　※当日は、動きやすい服装でお越しく�
　　ださい�

家
庭
で
す
べ
き
防
火
対
策
を
　
　�

　
　
　
　
　
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う�

市消防署鳳来分署� 消防署　1２２─１１１９�問い合わせ�



・ 市県民税………………………………全期・1期�

・ 国民健康保険…………………………………2期�

・ 市営住宅使用料……………………………6月分�

・ 介護保険料……………………………………2期�

・ 保育園保育料………………………………6月分�

6月30日（金）までに納めましょう。�

6月の税金・使用料など�市内の交通事故状況�
区�

件�

死傷者（人）�

死　者� 負傷者� 計�

人身�
事故�
件数�

物損�
事故�
件数�

17年� 18�

29�

11

0�

0�

0

21�

34�

13

21�

34�

13

109�

97�

－12

84�

95�

11

0�

3�

3

119�

119�

0

119�

122�

3

417�

414�

－3

18年�

増減�

17年�

18年�

増減�

分�

4月中�

累計�
4月末�
現在�

4月届出分� 4月1日～30日の間に届出のあった赤ちゃんです。�
届出人の承諾を得て掲載させていただいています。�

男男男女女女男女男女男男男男男男男女男男男女女

克
典

朋
洋

司直
樹

敬
宏

幸
治

栄
一

弘
盛

和
也

慎
弥

望恵
介

貴
宏

博
仁

泰
大

友
寛

知
彦

さ
と
恵

隆
宏

学圭
太

講
喜

直
樹

平
井

野
田

栄
町

平
井

大
野
田

紺
東

本
町

東
清
水
野

平
井

川
路

入
船

西
田
原

一
鍬
田

川
田

塩
沢

富
岡
東
部

野
田

庭
野

野
田

平
井

川
路

富
永

東
新
町

氏
　
　
　
名
　
　
　
　性
別
　
　保
護
者
　
　
　

地
　
区
�

広報しんしろ・ほのか　　2006.6 〔訂正〕5月号の今月の表紙説明文の「小春日和」は、「旧の10月ごろのあたたかい、よい日」の意味でした。�
こ�はる�び�より�

竹
内
　
壱
慶

鈴
木
　
卓
弥

熊
谷
　
　
悠

庄
田
　
結
香

冨
　
　
夢
叶

大
中
　
玲
来

相
野
　
龍
ペ
ド
ロ
エ
ン
ヒ
キ

榊
原
　
千
春

三
重
　
智
暉

中
島
　
朱
音

新
山
　
蓮
斗

太
田
　
　
開

小
　
津
瑛
太

内
藤
　
優
希

中
尾
　
康
誠

森
下
　
桜
海

菅
谷
　
翔
一

柿
野
み
ち
る

川
下
　
　
晃

伊
藤
　
亮
介

今
泉
　
　
暖

菅
谷
　
果
凛

牧
野
　
百
花

　
　
い
っ

け
い
�

　
　
た
く
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相 談 名 な ど � と　　　　　　き� と こ ろ � 申 し 込 み ・ 問 い 合 わ せ �

※�

新城設楽児童相談センタ ☎23-7366児 童 相 談 �毎週月～金曜日　（要予約）� 新城設楽児童相談センター�

6月の各種相談� ※印は前々日までにご予約ください�

新城保健センター�☎23-8551一 般 健 康 相 談 �6/5（月）　午前9時～11時　（要予約）� 新城保健センター�

作手保健センター�☎37-2839こ こ ろ の 相 談 �6/5（月）　午前10時～11時　（要予約）� 作手保健センター�

新城保健センター�☎23-8551育 児 相 談 �6/20（火）　午前9時30分～10時30分� 新城保健センター�

指 導 室 �☎23-7652教 育 相 談 �毎週月～金曜日　午前10時～午後5時　（要予約）� 市民体育館教育相談室�

司 法 書 士 会 �☎22-4076
6/8（木）　午前10時～午後3時　（要予約）� 勤労青少年ホーム�

登 記 法 律 相 談 �
6/23（金）　午前10時～午後3時　（要予約）� 作手開発センター�

社会福祉協議会�☎23-5618法 律 相 談 �6/14（水）、28（水） 午後1時～4時（要予約6/1～予約受付）� しんしろ福祉会館相談室�

社会福祉協議会鳳来センター�☎32-0553心 配 ご と 相 談 �6/7（水）、21（水）　午後1時～4時� 鳳来開発センター�

社会福祉協議会�☎23-56186/2（金）・16（金）　午後1時～4時� しんしろ福祉会館相談室�

社会福祉協議会作手センター�☎38-14816/12（月）　午後1時～4時� 作手開発センター�

フリーダイヤル�☎0120-874-412女性悩みごと電話相談�6/13（火）、27（火）　午前10時～午後2時� 行 政 課 �

社会福祉協議会�☎23-5618身体障害者福祉相談�6/9（金）、23（金）　午後1時～4時� しんしろ福祉会館相談室�

商 工 観 光 課 �☎23-7634消 費 生 活 相 談 �6/20（火）　午後1～4時� 勤労青少年ホーム�

市 民 課 �☎23-7628
人 権 行 政 相 談 �

6/13（火）　午前10時～午後3時� 東庁舎会議室�

市 民 福 祉 課 �☎37-22116/8（木）　午前10時～午後3時� 作手開発センター�

保 険 医 療 課 �☎23-7625年 金 相 談 �6/27（火）午前10～午後3時※年金の代理請求は委任状が必要� 市民体育館第１会議室�

都 市 計 画 課 �☎23-7640

鳳来総合支所建設課�☎32-1977

6/3（土）、17（土）　午前9時～正午　（要予約）� 勤労青少年ホーム�
無 料 住 宅 耐 震 相 談 �

6/10（土）　午前9時～正午　（要予約）� 鳳来総合支所２階第２会議室�

新城まちなみ情報センター�☎24-0001パソコン悩みごと相談�毎週土曜日　午前9時～午後5時　（要予約）� 新城まちなみ情報センター�

鳳来保健センター�☎32-2811健 康 相 談 �毎週月曜日　午前9時30分　（健康手帳持参）� 鳳来保健センター�

鳳来保健センター�☎32-2811母 乳 相 談 �6/15（木）　午後1時30分　（要予約、母子健康手帳持参）� 鳳来保健センター�

鳳来保健センター�☎32-2811す こ や か 相 談 �6/28（水）　午前9時30分　（母子健康手帳持参）� 鳳来保健センター�

鳳来保健センター�☎32-2811能登瀬いきいき広場�6/22（木）　午前10時　（健康手帳持参）� 東部高齢者生きがいセンター�

鳳来保健センター�☎32-2811出 張 す こ や か 相 談 �6/14（水）　午前10時　（母子健康手帳持参）� 山吉田高齢者生きがいセンタ
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
市
内
に
あ
る
26
の
小
・
中
学
校
の
特
色
あ
る
活
動
・
行
事
�

な
ど
を
、
毎
回
2
校
ず
つ
紹
介
し
て
い
ま
す
。
�

　
今
月
は
、
鳳
来
西
小
学
校
と
千
郷
中
学
校
で
す
。
�

　
総
合
的
な
学
習
の
時
間
は
、
地
域
と
の

関
わ
り
を
テ
ー
マ
に
設
定
し
、
生
徒
が
暮

ら
す
こ
の
地
域
の
地
理
、
歴
史
、
産
業
、

人
々
に
つ
い
て
調
べ
た
り
接
し
た
り
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
を
通
し
て
、
自
分
た
ち
を

支
え
育
て
て
く
れ
て
い
る
地
区
の
よ
さ
に

つ
い
て
発
見
さ
せ
た
い
と
考
え
学
習
し
て

い
ま
す
。
１
年
生
で
は
地
域
の
特
徴
を
調

べ
、
２
年
生
で
は
職
場
体
験
学
習
を
通
し

て
地
域
の
人
々
と
触
れ
合
い
、
そ
し
て
３

年
生
で
は
自
分
た
ち
の
課
題
を
も
と
に
、

地
域
と
関
わ
り
合
う
と
い
う
段
階
的
な
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
�

地
域
と
関
わ
る
ど
う
め
き
学
習

地
域
と
関
わ
る
ど
う
め
き
学
習
�

地
域
と
関
わ
る
ど
う
め
き
学
習
�

３Ａ＝地域美化作戦�
（学区内のごみ拾いや落書き消し）�
３Ｂ＝手伝い屋�
（学区内から手伝いを希望する方を募り、そ
　こへ出向いて活動）�
３Ｃ＝保育園訪問�
（学区内にある保育園を訪問し、園児と交流）�
３Ｄ＝笑タイム�
（市内の老人ホームなどを訪問して芸を披露
　し、お年寄りと交流）�

「手伝い屋」�
一人暮らしのおばあちゃんの家の大掃除に行ってきまし
た。どこから手をつけようか悩みましたが、テストのと
き以上に知恵を絞ってがんばりました。掃除が一段落し
たあと、おばあちゃんが昔の話をいろいろとしてくれま
した。学校中心の生活しか送ってない私の世界はなんて
狭いんだろう。おばあちゃんの笑顔につられて笑う私は
そんなことを思いました。人と『触れ合う』ことが、今
まで知らなかった世界をのぞかせてくれました�

「落書き消っし隊」�
地域の人と落書きを消しました。ペンキを塗
る前に、タワシでこすったりゴミをはいたり
するなど、やり方をていねいに教えてもらい
ました。僕たちだけだったらこんなにできな
かったと思います。みんなペンキまみれにな
りながら、いい男になっていました。�

活　動　例活　動　例�活　動　例�
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耳
を
澄
ま
す
と
、
寒
狭
川
の
せ
せ

ら
ぎ
と
小
鳥
の
さ
え
ず
り
が
聞
こ
え

て
き
ま
す
。�

�

　
四
季
折
々
の
自
然
の
営
み
を
、
身

近
に
感
じ
な
が
ら
、
　
人
の
子
ど
も

た
ち
は
伸
び
の
び
と
生
活
し
て
い
ま�

す
。
夏
に
は
、「
寒
狭
川
で
遊
ぶ
会
」�

を
実
施
し
て
い
ま
す
。�

�

　
手
づ
く
り
い
か

だ
や
チ
ュ
ー
ブ
で

川
を
下
る
の
は
、

気
分
そ
う
快
で
す

　
水
生
生
物
調
査

も
毎
年
実
施
し
て

い
ま
す
。
こ
こ
数

年
の
結
果
か
ら
、

寒
狭
川
が
徐
々
に

き
れ
い
に
な
っ
て

い
る
こ
と
を
知
り

喜
ん
で
い
ま
す
。

　
明
泉
愛
郷
ス
ク

ー
ル
（
ブ
ラ
ジ
ル

の
子
ど
も
た
ち
が

生
活
す
る
全
寮
制

の
学
校
）
と
の
交

流
も
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
楽
し
み

の
一
つ
で
す
。
　

　
日
本
と
は
違
う

ブ
ラ
ジ
ル
の
文
化

に
触
れ
な
が
ら
、

子
ど
も
た
ち
は「
ボ

ン
ジ
ー
ア
」
「
チ

ャ
オ
」
と
声
を
交

わ
し
合
い
、
交
流

を
あ
た
た
め
て
い

ま
す
。�

め
い
せ
ん
あ
い
ご
う�

。�

寒
狭
川
に
学
ぶ

寒
狭
川
に
学
ぶ
�

寒
狭
川
に
学
ぶ
�

か
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